
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
亭
和
↑
の
法
」
の
研
究

U
O
O

グ
ロ
ー
チ
ウ
ス

「
戦
争
と
李
和
の
法
」
の
研
究
（
綾
篇
三
、
完
）

國
際
法
の
理
論
を
中
心
と
し
て
ー致

授
　
一

叉

正
　
雄

　
　
は
し
が
き

　
「
約
定
の
解
羅
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
十
六
章
）

　
二
、
損
害
と
そ
れ
に
封
す
る
責
任
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
十
七
章
）

　
三
、
使
節
権
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
十
八
章
）

　
四
、
埋
葬
権
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
十
九
章
）
（
以
上
「
早
稻
田
法
學
」
第
二
十
四
巷
第
二
冊
）

　
五
、
刑
罰
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
十
章
）

　
山
ハ
、
　
　
㎜
洲
…
悶
割
「
の
八
刀
配
に
　
つ
　
い
　
て
　
　
（
第
二
巻
第
『
二
十
　
鳳
　
出
早
）

　
七
、
不
正
な
る
載
箏
の
原
因
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
十
二
章
）

　
八
、
　
疑
あ
る
職
雫
の
原
因
に
つ
い
て
　
（
第
二
巷
第
二
十
三
章
）

　
九
、
正
し
い
原
因
の
た
め
に
す
ら
、
職
箏
を
無
暴
に
行
う
べ
き
で
な
い
こ
と
（
第
二
巻
第
二
＋
四
章
）

　
十
、
他
人
の
た
め
に
行
う
職
雫
の
原
因
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
十
五
章
）

十
一
、
他
人
の
支
配
下
に
あ
る
も
の
が
泄
打
う
職
一
箏
の
正
し
き
原
囚
に
つ
い
て
（
第
二
巷
第
二
十
六
出
亭
）

十
二
、
職
雫
に
お
い
て
、
い
か
ほ
ど
の
こ
と
が
許
さ
れ
得
る
か
（
第
三
巷
第
叫
章
）



＋
三
、

＋
四
、

＋
五
、

＋
六
、

＋
七
、

＋
八
、

＋
九
、

二
＋
、

二
＋
一
、

二
＋
二
、

二
＋
三
、

二
＋
四
、

二
＋
五
、

二
＋
六
、

一
一
＋
七
、

二
＋
八
、

二
＋
九
、

三
＋
、

三
＋
『

三
＋
二
、

萬
民
法
に
よ
れ
ぱ
、
從
馬
者
の
財
産
は
い
か
に
し
て
そ
の
支
配
者
の
債
務
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
得
る
か

二
章
）

正
職
、
正
式
職
雫
、
な
ら
び
に
宣
職
に
つ
い
て
（
第
三
巷
第
三
章
）

霊
式
職
齢
ず
に
お
け
る
伽
害
濃
一
（
第
三
巻
第
四
章
）

荒
慶
と
掠
奪
に
つ
い
て
（
第
三
巷
第
五
章
）
（
以
上
「
早
稻
田
法
學
」
第
二
十
四
巻
第
三
・
四
冊
）

捕
獲
物
の
取
得
権
に
つ
い
て
（
第
三
巻
第
六
章
）

捕
虜
に
封
す
る
椹
利
に
つ
い
て
（
第
三
巷
第
七
章
）

職
敗
者
に
封
す
る
支
酎
灌
に
つ
い
て
（
第
三
巷
第
八
章
）

職
後
復
権
に
つ
い
て
（
第
三
巻
第
九
章
）

胤
不
聾
な
る
戦
争
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
柄
に
關
す
る
警
告
（
第
三
巷
第
十
章
）

　
正
職
に
お
け
る
殺
繊
椹
の
綾
和
（
第
三
巻
第
＋
一
章
）

　
荒
慶
そ
の
他
類
似
の
事
柄
に
お
け
る
緩
和
（
第
三
巷
第
十
二
章
》

　
捕
獲
物
お
よ
び
捕
虜
に
關
す
る
緩
和
（
第
三
巻
第
十
三
章
、
第
十
四
章
〉

　
支
配
擢
の
取
符
に
關
す
る
緩
和
（
第
三
巻
第
十
五
章
）

　
萬
民
法
に
よ
つ
て
職
後
復
樫
を
有
し
な
い
も
の
に
關
す
る
緩
和
（
第
三
巻
第
十
六
章
・
）

　
中
立
者
に
つ
い
て
（
第
三
巻
第
十
七
章
）

　
公
職
に
お
け
る
私
人
の
行
爲
に
つ
い
て
（
第
三
巻
第
十
八
章
》

　
敵
相
互
闘
の
信
皿
義
に
つ
い
て
　
（
第
三
巻
第
十
九
謡
早
）

　
騰
ひ
雫
を
終
了
さ
せ
る
公
的
信
坐
我
（
第
三
巷
第
二
十
章
〉

　
職
一
磐
，
中
の
信
輩
我
（
第
三
典
獄
第
二
価
十
噛
出
早
）

　
職
箏
に
お
け
る
下
位
灌
力
者
の
信
義
に
つ
い
て
（
第
三
巻
第
二
十
二
章
〉

グ
ロ
｝
チ
ウ
ス
「
職
磐
↑
と
李
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Q
一

（
第
三
巻
第



　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
李
和
の
法
」
の
研
究

三
十
三
、
戦
雫
に
お
け
る
私
人
の
信
義
に
つ
い
て
（
第
三
巷
第
二
十
三
章
）

三
十
四
、
獣
示
的
信
義
に
つ
い
℃
（
第
三
巷
第
二
＋
四
章
）

三
十
五
、
結
論
、
信
義
と
講
和
の
勘
奨
（
第
三
巻
第
二
＋
五
章
）
（
以
上
本
號
完
）

一
G
一
一

十十
二一十九八七六五四三二噂、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、

十十十
五四三、　　、　 、

　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
箏
と
一
牛
和
’
の
法
」
の
研
究

は
し
が
き

「
戦
雫
と
季
和
の
法
」
序
一
育

職
雫
と
は
何
か
、
法
と
は
何
か
（
第
｝
巻
第
一
章
）

職
雫
を
行
ふ
こ
と
は
如
何
な
る
場
合
に
正
し
き
か
（
第
哨
巷
第
二
章
）
　
（
以
上
「
國
際
法
外
交
難
誌
」
四
三
巻
七
號
）

公
職
と
私
職
の
匿
別
、
主
椹
の
説
明
（
第
一
巷
第
三
章
）
　
（
「
國
隆
法
外
交
雄
誌
」
四
三
巻
九
號
し

職
箏
の
原
因
、
第
一
、
自
己
及
び
財
産
の
防
衛
（
第
二
巻
第
鰍
章
）

人
々
に
共
通
に
属
｝
す
る
物
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
章
）

物
の
原
初
的
取
得
（
第
二
巷
第
三
章
）

推
定
的
批
棄
と
之
に
績
く
先
占
（
第
二
巻
第
四
章
）

封
人
濯
の
原
初
的
取
得
（
第
二
巷
第
五
章
）
　
（
以
上
「
國
際
法
外
交
雑
誌
」
三
巻
一
一
號
）

承
縫
的
取
得
（
第
二
巻
第
六
章
及
び
第
七
章
）

通
常
萬
民
法
よ
夢
生
ず
る
と
言
は
れ
る
取
得
、
拉
に
支
配
灌
叉
は
斯
有
樺
の
終
了
の
時
（
第
二
巷
第
八
章
及
び
第
九

章
）約

定
に
つ
い
て
（
第
二
巷
第
十
一
章
）

契
約
に
つ
い
て
（
第
二
巷
第
十
二
章
）

條
約
及
び
要
認
條
約
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
十
五
章
）
　
（
以
上
「
園
際
法
外
交
難
誌
」
四
四
巻
U
號
）



十
七
　
捕
獲
物
の
取
得
権
に
つ
い
て
　
へ
第
三
巻
第
六
章
）

　
以
上
の
論
議
は
、
人
間
の
間
に
影
け
る
あ
る
行
爲
の
不
罰
に
つ
い
て
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
砥
か
に
、
萬
民
法
に
よ
つ
て
生
す
る
正
式
戦

争
に
一
暦
特
有
な
今
一
つ
の
効
果
が
存
す
る
と
て
、
以
下
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
戦
孚
に
お
い
て
捕
獲
し
た
も
の
の
取
得
罐
に
つ
い
て
論
す

る
（
第
嚇
節
）
。
即
ち
、
自
然
法
に
よ
れ
ば
、
正
式
戦
争
に
よ
つ
て
我
た
の
取
得
す
る
も
の
は
、
我
た
に
當
然
驕
す
る
が
、
他
の
方
法
で
は

取
得
し
得
な
か
つ
た
も
の
と
同
等
の
も
の
、
或
は
、
加
害
者
に
勤
レ
て
刑
罰
の
衡
李
な
範
園
内
で
損
害
を
與
え
る
も
の
、
で
あ
る
。
　
一

方
、
萬
民
法
に
よ
れ
ば
、
正
し
い
戦
事
を
行
う
も
の
の
み
な
ら
す
、
正
式
の
戦
争
に
お
い
て
も
、
ま
た
何
人
も
、
限
界
も
制
限
も
な
ノ
、
、

敵
か
ら
捕
獲
し
た
物
の
所
有
者
と
な
る
。
か
玉
る
者
お
よ
ぴ
、
彼
よ
り
櫨
利
を
取
得
し
た
者
は
、
す
べ
て
の
民
族
に
よ
つ
て
、
か
玉
る
占

有
を
保
護
さ
れ
、
そ
の
外
部
的
効
果
に
關
す
る
限
り
、
か
ム
る
も
の
を
所
有
椹
と
呼
ぴ
得
る
、
と
な
す
（
篁
砺
）
。

　
次
に
、
動
産
の
捕
獲
の
間
題
に
つ
き
（
篁
｝
葡
）
、
原
占
有
者
が
捕
獲
さ
れ
え
物
の
回
復
に
翼
し
て
確
た
る
希
望
を
失
い
、
或
ぱ
、
そ
の

物
を
邉
求
し
得
な
く
な
る
と
い
う
よ
う
に
・
そ
の
物
を
偲
鶴
す
る
者
は
・
こ
れ
を
捕
獲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
べ
ぎ
こ
と
が
・
諸
民
族
に
ょ

つ
て
受
容
さ
れ
、
こ
の
原
則
は
、
捕
獲
物
が
敵
の
國
境
内
、
邸
ち
敵
の
防
備
地
八
胃
器
ω
喜
即
）
内
忙
運
ば
れ
る
時
は
捕
獲
さ
れ
た
、
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
擾
大
さ
れ
る
（
物
は
職
後
復
椹
に
よ
つ
て
返
還
さ
れ
る
と
同
じ
態
様
で
喪
失
さ
れ
る
、
印
ち
支
配
椹
の
境
界
内
、
即
ち
防

備
地
内
に
入
つ
た
時
に
返
還
さ
れ
る
）
。
か
く
て
海
上
に
お
い
て
は
、
船
舶
そ
の
他
の
物
ぱ
、
こ
れ
ら
が
船
梁
、
港
或
は
全
鰭
険
の
根

嫁
地
に
蓮
れ
込
ま
れ
た
時
に
の
み
捕
獲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
民
の
間
に
導
入
さ
れ
た
萬
民
法
に
ょ
れ
ば
、
か
』
る
物

奎
＋
羅
間
敵
穣
認
奮
轟
籍
響
れ
を
輩
ら
れ
得
歪
乏
弩
て
器
（
夢
ツ
肋
3
奪
婁
）
．
叉
、
毒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ニ
チ
オ

に
つ
い
て
ぼ
、
占
領
さ
れ
る
や
い
な
や
直
ち
に
捕
獲
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
す
、
恒
久
的
な
要
塞
に
よ
つ
て
園
ま
れ
、
他
方
が
こ
れ
を
攻

　
　
　
　
　
グ
ロ
｝
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
奉
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Q
蹉



　
　
　
　
　
グ
ロ
｝
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
耶
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
〇
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
じ

略
し
な
い
限
り
、
公
然
と
近
接
し
得
な
い
よ
う
な
土
地
の
み
が
捕
獲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
な
し
（
第
四
節
）
、
さ
ら
に
、
敵
に
属
し

な
い
も
の
ぱ
、
戦
争
に
よ
つ
て
取
得
さ
れ
な
い
こ
と
（
第
五
節
）
、
敵
船
中
に
獲
見
さ
れ
た
貨
物
は
通
常
敵
塵
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
、
る
が
、
こ
れ
は
萬
民
法
の
確
定
的
な
規
則
と
考
え
る
べ
き
で
な
く
、
有
力
な
反
誰
に
よ
つ
て
覆
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〉

推
定
を
示
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
（
第
六
節
）
、
我
々
の
敵
が
戦
争
に
ょ
つ
て
他
入
か
ら
取
つ
た
も
の
は
萬
民
法
に
よ
つ
て
我
沁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

の
も
の
と
な
る
こ
と
（
第
七
節
）
な
ど
を
論
じ
た
後
、
公
的
且
つ
正
式
の
職
争
で
、
何
人
が
敵
産
を
取
得
す
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

れ
か
ら
敵
か
ら
捕
獲
し
た
も
の
は
す
べ
て
、
捕
獲
し
た
個
人
の
も
の
に
な
る
、
と
の
見
解
を
排
除
し
（
第
八
節
）
、
捕
獲
物
が
戦
争
を
行
う

人
民
に
蹄
す
る
こ
と
が
、
諸
民
族
の
同
意
を
得
た
慣
行
で
あ
る
こ
と
を
論
謹
せ
ん
と
し
て
、
敵
産
を
以
て
、
所
有
者
な
ぎ
財
産
と
同
じ
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
セ
ス
シ
オ
　
　
　
ド
ミ
ヌ
ム

位
に
あ
る
も
の
と
な
す
。
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
ま
す
自
然
に
よ
れ
ぱ
、
占
有
構
と
所
有
椹
と
は
、
他
人
を
通
じ
て
こ
れ
を
取
得
し
得
る
こ
と

か
ら
読
ぎ
起
し
（
第
九
節
）
、
次
に
、
公
的
戦
争
の
行
爲
と
、
公
的
職
争
の
場
合
に
行
わ
れ
る
私
的
行
爲
、
邸
ち
公
的
な
駕
躍
毎
鰍
と
私

的
な
敵
封
行
爲
と
を
癌
別
し
、
物
は
、
私
的
行
爲
に
よ
つ
て
は
、
第
一
次
的
且
つ
直
接
的
に
は
私
人
の
た
め
に
取
得
さ
れ
、
公
的
行
爲
に

よ
つ
て
は
、
人
民
の
た
め
に
取
得
さ
れ
る
、
と
な
す
（
第
＋
節
）
。
從
つ
て
不
動
産
（
土
地
）
は
公
的
行
爲
に
よ
つ
て
軍
稼
を
入
れ
、
要
塞

を
設
け
る
の
で
な
け
れ
ば
通
常
獲
得
さ
れ
な
い
、
邸
ち
人
民
、
或
は
戦
争
を
行
う
者
の
た
め
に
取
得
さ
れ
る
（
第
＋
一
節
）
。
し
か
し
動
産

或
は
動
物
（
詔
窮
。
お
霧
）
は
、
公
務
に
關
係
な
し
に
捕
獲
さ
れ
れ
ば
（
私
闘
に
よ
る
如
く
、
軍
除
か
ら
離
れ
て
）
、
こ
れ
を
捕
獲
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

個
人
の
も
の
と
な
る
（
第
士
葡
）
。
i
但
し
か
ム
る
個
人
取
得
ぼ
、
國
民
法
が
別
段
の
規
定
を
設
け
な
い
限
り
に
お
い
オ
で
あ
る
（
第

＋
三
節
）
。
一
ガ
、
戦
争
行
爲
な
る
公
的
行
爲
に
よ
つ
て
捕
獲
さ
れ
た
も
の
は
、
入
民
、
或
は
載
争
を
行
う
者
に
馬
す
る
。
こ
の
揚
合
は
個

入
は
國
家
の
人
格
を
代
表
し
、
そ
の
代
理
を
爲
す
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
國
民
法
に
別
段
の
規
定
な
き
限
り
、
人
民
は
彼
等
を
通
じ
て
占

有
権
と
所
有
椹
を
取
得
し
、
こ
れ
を
欲
す
る
も
の
に
譲
渡
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
玉
で
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
敵
か
ら
捕
獲
し
た
す
べ
て
の



も
0
を
、
い
か
な
る
私
人
の
み
な
ら
す
、
軍
隊
の
將
軍
自
ら
も
所
有
者
と
な
ら
す
、
こ
れ
が
公
物
と
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
七
た
ロ
ー
マ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ベ
ラ
　
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
ト

象
賞
讃
し
た
後
（
第
＋
四
節
）
、
こ
れ
と
は
別
に
、
自
由
國
家
の
時
代
に
は
將
軍
乃
至
指
揮
者
が
戦
利
品
（
人
民
が
そ
の
所
有
者
で
は
あ

る
が
）
の
庭
分
の
決
定
椹
を
委
ね
ら
れ
、
彼
等
の
行
爲
に
つ
い
て
人
民
に
封
し
て
責
任
を
負
う
て
い
た
こ
と
（
第
＋
五
節
）
、
（
最
も
愼
重
、

な
）
指
揮
者
ぼ
こ
れ
に
手
に
鯛
れ
す
こ
れ
を
公
有
物
（
器
影
旨
馨
）
と
爲
し
得
る
こ
と
（
第
＋
六
節
）
、
或
は
と
れ
を
兵
士
の
間
に
分
配
し

　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

得
る
こ
と
（
第
＋
七
節
）
、
或
は
他
入
に
與
え
得
る
こ
と
（
例
え
ば
戦
費
の
獄
納
者
に
封
し
て
）
（
第
ナ
九
節
）
、
な
ら
び
に
戦
利
品
分
配
の
方

法
（
笙
一
＋
節
）
を
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
擢
利
に
は
、
法
規
或
は
他
人
の
意
思
行
爲
に
よ
つ
て
、
攣
更
を
加
え
得
る
こ
と
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

二
±
葡
）
、
か
く
て
、
戦
利
品
は
同
盟
者
に
與
え
得
る
こ
と
（
第
二
士
一
霞
）
、
ま
た
、
し
ば
し
ば
從
属
者
に
も
與
え
得
る
こ
と
（
篁
手
四

節
）
、
鞍
箏
に
加
わ
ら
ぬ
人
間
の
間
に
影
い
て
、
戦
争
中
の
捕
獲
物
に
っ
い
て
紛
雫
が
生
じ
た
場
合
は
、
捕
獲
し
た
側
の
人
民
の
法
規
或

は
慣
習
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
る
者
に
属
す
る
こ
と
（
第
二
＋
五
節
）
、
爾
交
戦
國
の
領
土
外
に
お
い
て
捕
獲
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
萬

民
法
上
は
問
題
な
い
が
（
敵
は
い
す
こ
に
お
い
て
も
こ
れ
を
正
し
く
殺
害
し
得
る
か
ら
）
、
あ
る
揚
所
で
支
配
権
を
も
つ
も
の
は
、
自
己

の
法
規
に
よ
つ
て
、
か
玉
る
こ
と
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
得
る
の
で
、
こ
の
法
に
反
し
て
行
わ
れ
た
揚
合
は
、
賠
償
を
請
求
し
得
る
と
な
し

（
第
垂
奪
最
後
に
ご
の
撃
に
お
薯
鍵
さ
墾
も
の
の
聚
よ
皇
蜀
趣
は
・
箆
藷
参
歪
式
姦
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ム
ペ
ン
サ
チ
ォ

特
有
の
も
の
で
、
他
の
戦
争
に
生
じ
な
い
、
け
だ
し
、
他
の
職
争
で
は
、
外
國
人
は
、
戦
争
の
力
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、

債
務
の
辮
　
濟

と
し
て
財
産
を
取
得
す
る
の
で
、
か
玉
る
債
務
は
他
の
方
法
で
は
辮
濟
さ
れ
得
な
い
し
、
國
民
間
の
戦
争
で
は
、
そ
の
大
小
を
問
わ
す
、

所
有
構
の
攣
更
は
、
裁
判
官
の
椹
威
に
よ
る
ほ
か
生
じ
な
い
こ
と
を
再
言
し
て
い
る
（
第
二
＋
七
節
）
。

　
（
一
）
　
こ
』
で
領
土
（
富
霞
律
簿
ぎ
5
）
の
語
原
と
し
て
、
ウ
ァ
ル
・
が
「
耕
す
」
（
審
お
呂
葺
営
）
フ
・
ン
チ
ヌ
ス
が
“
「
土
地
」
（
齢
臼
箏
）
ポ
ム
ポ
ニ
ウ
ス

　
　
　
が
長
官
の
有
す
る
「
恐
怖
せ
し
め
る
樫
利
」
（
冒
ω
＄
購
臼
覧
償
臣
）
か
ら
由
∵
來
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
て
い
る
が
、
シ
ク
ル
ス
。
7
ラ
ッ
ク
ス
の
5

　
　
　
　
グ
ロ
馨
チ
ウ
ス
「
職
争
と
亭
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
〇
五



（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

（
八
）

　
　
グ
ロ
U
チ
ウ
ス
「
職
争
と
耶
和
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

　
「
敵
を
恐
怖
さ
せ
る
」
（
＄
簿
曾
亀
ぎ
馨
霧
）
か
ち
由
來
す
る
と
の
主
張
を
、
グ
・
冨
チ
ウ
ス
は
、
前
記
に
劣
ら
ぬ
理
由
が
あ
る
と
な
す
。

ナ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
こ
の
節
の
註
で
「
し
か
し
友
好
關
係
に
あ
る
も
の
の
船
舶
は
・
敵
産
輸
迭
の
理
由
で
は
捕
獲
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
が
船
主
の
同

意
に
よ
つ
て
輸
邊
が
行
わ
れ
た
揚
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
、
」
と
な
し
、
載
貨
と
船
舶
と
の
關
係
に
關
ナ
る
諸
法
令
を
考
察
し
で
い
る
。

　
萬
民
法
は
、
外
部
的
所
有
擢
を
通
じ
て
ま
ず
我
々
の
敵
を
所
有
者
と
な
し
、
つ
い
で
我
々
を
斯
有
者
と
な
し
た
か
ら
、
敵
の
保
有
以
前
に
保
有
し

て
、
職
争
で
こ
れ
を
失
つ
た
も
の
は
、
我
々
が
敵
よ
り
取
つ
た
も
の
を
請
求
し
得
な
い
、
ζ
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
プ
ル
ス

　
こ
』
で
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
人
民
自
身
か
「
人
民
を
構
成
す
る
個
人
が
、
或
は
人
民
の
な
か
の
個
人
か
」
（
ω
言
讐
諾
ρ
9
留
を
要
ざ
曽
9
ぎ
窓
娼
巳
o

鶏
暮
）
の
二
者
を
提
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
後
の
二
者
に
つ
い
て
、
佛
謁
の
フ
ォ
デ
レ
の
課
註
に
よ
れ
ば
、
「
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
は
、
『
人
民
の
自
然
的
構
成

員
（
臼
①
白
再
霧
昌
暫
言
お
ε
た
る
個
人
か
、
或
は
當
時
人
民
の
全
禮
（
0
8
霧
）
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
個
人
、
例
え
ば
、
雷
該
國
の
軍
務
に
つ

い
て
い
る
外
國
人
の
如
き
で
あ
る
』
と
蓮
べ
て
い
る
」
。

　
こ
れ
は
、
捕
獲
き
れ
た
者
が
、
捕
獲
物
の
な
か
に
入
れ
ら
れ
る
と
き
は
人
に
つ
い
て
も
守
ら
れ
た
Q
亭
時
に
お
い
て
他
の
人
民
の
許
に
來
た
も
の

は
、
職
箏
の
勃
嚢
に
よ
つ
て
、
彼
等
の
敵
と
な
つ
た
も
の
の
奴
隷
と
な
る
の
で
あ
る
Q

　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
こ
の
次
に
「
或
は
掠
奪
を
も
許
し
得
る
」
（
第
十
八
節
）
と
て
、
荒
慶
、
職
闘
の
際
ま
た
は
都
市
攻
略
の
後
掠
奪
（
象
3
讐
ご
）

が
兵
士
に
許
さ
れ
て
い
た
史
實
と
、
こ
れ
に
封
す
る
賛
否
爾
論
を
あ
げ
て
い
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ゴ
シ
ウ
み

　
そ
の
理
由
は
、
あ
る
同
盟
者
は
、
自
然
的
に
、
共
同
或
は
公
の
事
柄
か
ら
生
ず
る
損
害
を
他
の
圃
盟
者
に
封
し
て
賠
償
す
る
義
務
を
有
す
る
か
ら

だ
し
、
さ
ら
に
勢
力
は
通
常
無
報
酬
に
は
與
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
な
す
Q

　
甘
。
臼
富
舅
自
旨
英
課
ヶ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
版
は
こ
れ
を
「
異
な
る
民
族
の
人
々
の
間
に
存
す
る
椹
利
」
と
課
註
し
て
い
る
。

十
八
　
捕
虜
に
封
す
る
権
利
に
つ
い
て
　
（
第
三
雀
第
七
章
）

　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
い
か
な
る
人
間
も
、
自
然
に
よ
つ
て
、
即
ち
人
間
の
行
爲
に
よ
る
こ
と
な
く
、
或
ぱ
自
然
の
原
始
的
状
態
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ク
チ
オ

蚊
隷
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
意
昧
で
は
、
奴
隷
的
身
分
は
自
然
に
反
す
る
と
言
い
得
る
が
、
奴
隷
的
身
分
が
人
聞
の
行
爲
、
鄙
ち
合
意
或



　
ヂ
リ
ク
ツ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

は
不
法
な
る
行
爲
に
由
來
す
る
こ
と
ぱ
、
自
然
的
正
義
に
は
反
し
な
》
と
胃
頭
し
た
後
、
萬
民
法
で
は
、
降
伏
し
た
か
、
或
ぱ
奴
隷
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ヱ
シ
ヂ
イ
ウ
ム

る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
の
み
な
ら
す
、
正
式
職
雫
で
捕
え
ら
れ
た
も
の
は
、
す
べ
で
防
備
地
内
に
蓮
れ
込
ま
れ
た
時
か
ら
奴
隷
と
看
倣

さ
れ
る
、
と
な
し
（
第
一
節
）
、
以
下
、
奴
隷
の
子
孫
も
同
様
な
こ
と
、
彼
等
に
封
し
て
い
か
な
る
こ
と
を
嘗
め
な
く
行
い
得
る
か
、
捕
虜

の
財
産
は
、
無
膿
物
と
難
も
（
父
穫
の
如
く
身
分
の
特
性
か
ら
由
來
す
る
も
の
は
例
外
と
す
る
）
そ
の
主
入
に
蹄
属
す
る
こ
と
を
述
べ
た

後
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
萬
民
法
に
導
入
さ
れ
た
理
由
ば
、
捕
獲
者
達
が
、
か
玉
る
大
な
る
利
盆
の
た
め
に
人
が
和
ら
い
で
、
捕
虜
を
即
時

に
、
或
は
鯨
裕
を
を
い
た
後
に
、
殺
害
す
る
最
高
度
の
残
酷
さ
を
欣
ん
で
差
擦
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
な
し
、
そ
の
ほ

か
、
奴
隷
の
逃
亡
、
反
抗
そ
の
他
を
論
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
間
で
は
捕
獲
者
を
奴
隷
に
ば
し
な
い
が
、
費
買
し
た

り
、
苦
役
を
彊
制
し
た
り
、
奴
隷
に
相
感
わ
し
い
弛
の
事
柄
を
課
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
賠
償
が
行
わ
れ
る
ま
で
監
禁
す
る
慣
習
が

存
す
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
　
戦
敗
者
に
封
す
る
支
配
権
に
つ
い
て
　
（
第
三
雀
第
八
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ウ
イ
タ
ス

　
個
人
を
個
人
的
奴
隷
と
し
て
自
己
に
從
属
せ
し
め
得
る
と
す
れ
ば
、
入
た
の
集
團
ー
そ
れ
が
國
家
た
る
と
そ
の
一
部
分
た
る
と
を
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盆
）

わ
す
－
L
ー
の
全
腱
を
、
或
は
軍
純
に
國
家
的
、
或
は
軍
純
に
個
人
的
、
或
は
、
混
合
的
な
從
属
に
よ
つ
て
、
自
己
に
從
属
せ
し
め
得
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
じ

即
ち
、
戦
雫
に
よ
つ
て
、
國
家
の
支
配
椹
も
、
時
に
は
王
に
、
時
に
は
入
民
に
、
興
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
取
得
さ
れ
る
こ
と
に
不
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ム
ペ
リ
ウ
ム
　
ヘ
リ
レ

議
は
な
い
、
と
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
述
べ
る
（
第
一
節
）
。
こ
の
う
ち
第
二
の
場
合
、
即
ち
、
人
民
に
封
す
る
個
人
的
支
配
樺
と
い
う
の
は
、

自
費
で
職
孚
を
行
つ
た
王
が
、
人
民
を
、
彼
等
の
利
釜
の
た
め
で
な
く
、
統
治
者
の
利
釜
の
た
め
に
統
治
せ
ん
が
た
め
に
、
自
己
に
從
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ウ
イ
ク
ス

さ
せ
る
揚
合
で
、
か
玉
る
個
人
的
支
配
は
、
國
家
的
支
配
と
異
な
り
、
該
人
民
は
將
來
に
向
つ
て
國
家
た
る
こ
と
を
絡
止
す
る
の
で
あ

　
　
　
　
グ
ロ
｝
チ
ウ
ス
「
戦
雫
と
事
和
門
の
法
」
の
研
擁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
争
と
卒
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎
O
八

る
。
混
合
的
支
配
と
は
、
人
民
が
武
器
を
取
去
ら
れ
、
農
具
以
外
の
鐵
製
品
の
所
有
を
禁
す
る
命
令
が
爲
さ
れ
、
叉
、
言
語
と
生
活
様
式

を
攣
更
す
る
よ
う
に
彊
制
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
ま
た
人
民
の
財
産
も
、
無
髄
財
産
に
至
る
ま
で
取
得
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
際
、
正
式
戦

争
で
は
勝
利
者
獄
、
い
か
な
る
も
の
を
自
己
の
も
の
と
な
す
か
、
或
は
捕
獲
す
る
か
に
つ
い
て
完
全
な
決
定
椹
を
有
す
る
と
な
す
。

　
（
一
）
　
原
語
は
帥
巨
づ
臼
言
皆
英
課
ユ
磯
嘗
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
版
英
課
は
豊
夢
〇
二
身
佛
課
は
雪
9
ぐ
①
寅
診
鼠

　
（
二
）
　
原
語
は
犀
R
Φ
げ
霞
ま
英
課
は
℃
霞
①
ζ
o
貯
出
①
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
版
英
課
は
自
○
ヨ
①
暮
ざ
佛
課
は
b
霞
①
巨
①
算
審
昭
9
5
8

　
（
三
）
　
原
語
は
一
目
り
醇
賞
目
o
ぞ
出
①
英
課
は
9
記
一
鱒
暮
ぎ
鉱
ξ
佛
課
ば
℃
巳
器
き
8
9
二
δ

二
十
　
戦
後
復
権
に
つ
い
て
　
（
笙
二
雀
第
九
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
イ
ニ
ベ

　
戦
後
復
穰
（
ぎ
毘
ぼ
巨
唇
）
の
語
原
を
追
究
し
た
後
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
ば
戦
後
復
構
と
ば
境
界
（
一
ぎ
鍔
）
印
ち
公
の
擁
界
へ
の
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ミ
ク
ペ

還
よ
り
生
す
る
椹
利
で
あ
る
と
な
し
、
さ
ら
に
萬
民
法
は
、
あ
る
人
或
は
物
が
、
季
和
關
係
に
あ
り
且
つ
戦
時
に
同
じ
側
に
立
つ
味
方
或

ぱ
同
盟
者
の
許
に
來
た
も
の
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
め
る
と
述
べ
（
第
二
節
）
、
戦
後
復
椹
に
よ
っ
て
、
あ
る
も
の
ぱ
返
還
さ
れ
、
あ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

の
は
回
復
さ
れ
る
こ
と
（
第
三
節
）
、
　
こ
の
権
利
は
李
時
に
も
戦
時
に
も
存
す
る
こ
と
（
第
四
節
）
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
グ
ロ

τ
チ
ゥ
ス
ば
、
・
ー
マ
時
代
或
は
そ
れ
以
前
よ
り
、
捕
虜
に
封
し
て
國
家
が
寛
大
で
な
か
つ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
戦
孚
を
行
う
王
叉
ば
人

民
は
、
互
に
、
戦
争
を
行
う
原
因
が
自
己
に
正
し
く
、
彼
等
に
封
し
て
武
力
を
行
使
す
る
も
の
が
不
正
を
行
う
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
人

入
に
ょ
つ
て
信
じ
て
ほ
し
い
か
ら
、
こ
れ
ら
と
李
和
を
維
持
せ
ん
と
す
る
も
の
に
と
つ
て
は
、
か
玉
る
紛
争
に
介
入
す
る
こ
と
は
危
瞼
で

あ
り
、
李
和
關
係
に
あ
る
人
民
は
、
生
起
し
た
結
果
を
灌
利
と
し
て
（
肩
・
甘
お
）
受
諾
し
、
か
く
て
戦
争
中
捕
え
ら
れ
た
捕
虜
を
正
し

い
原
因
で
捕
え
た
と
な
す
こ
と
が
最
善
で
あ
る
」
こ
と
が
捕
虜
に
關
す
る
戦
孚
法
の
確
立
し
た
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。
こ



こ
に
從
來
の
國
際
法
の
特
性
と
も
見
ら
れ
る
雫
和
維
持
の
た
め
の
最
大
の
安
協
の
性
質
が
如
實
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
チ

ウ
ス
ぱ
以
下
自
由
人
が
戦
後
復
椹
に
ょ
つ
て
蹄
還
す
る
時
期
、
彼
等
が
回
復
し
、
或
は
回
復
し
得
な
い
椹
利
、
彼
等
に
封
す
る
樺
利
の
回

復
、
降
伏
し
た
者
が
戦
後
復
椹
を
有
し
得
な
い
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
が
、
現
在
の
國
際
法
に
關
係
あ
る
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
存
す
る
。

　
（
一
）
　
人
民
の
戦
後
復
権
（
第
九
節
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
キ
ウ
ベ

　
個
入
に
關
す
る
戦
後
復
樺
は
人
民
の
揚
合
に
も
當
は
ま
る
。
即
ち
、
か
つ
て
自
由
で
あ
つ
た
も
の
ぱ
、
た
ま
た
ま
、
そ
の
同
盟
者
の
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ウ
イ
タ
ベ

が
、
敵
の
支
配
権
か
ら
彼
等
を
解
放
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
自
由
を
回
復
し
得
る
。
し
か
し
國
家
を
構
成
す
る
集
團
（
】
毒
気
書
3
）
が
離
散

し
て
い
る
場
合
ぱ
、
そ
の
入
民
は
同
一
の
も
の
で
な
く
、
萬
民
法
に
ょ
っ
て
、
職
．
後
復
礎
に
よ
る
財
産
の
回
復
が
行
わ
れ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
け
だ
し
人
民
は
全
艦
の
本
質
が
、
そ
の
恒
久
的
結
合
に
存
す
る
故
、
そ
の
構
成
部
分
の
分
解
に
ょ
つ
て
明
か
に
消
滅
す
る
か
ら

で
あ
る
。

　
（
二
）
從
属
者
の
戦
後
復
穫
に
よ
る
回
復
　
（
第
士
而
）

　
他
入
の
支
配
椹
に
属
し
て
い
た
人
民
に
つ
い
て
は
、
彼
等
に
封
し
て
支
配
椹
を
有
し
て
い
た
者
で
は
な
く
、
そ
の
剛
駐
蟹
の
あ
る
も
の

が
、
か
玉
る
從
属
者
を
敵
か
ら
奪
取
し
た
時
に
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
揚
合
は
、
同
盟
條
約
に
別
段
の
合
意
な
き
限
り
、
奴
隷
の
揚
合

（
第
十
回
節
）
と
同
様
と
さ
れ
る
。

　
（
三
）
領
土
の
職
後
復
権
に
よ
る
回
復
　
（
第
士
一
砺
）

敵
が
占
領
し
た
土
地
か
ら
、
敵
を
騙
逐
し
た
時
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
罐
は
以
前
の
所
有
者
に
以
前
の
欣
態
に
影
い
て
復
蹄
ナ
る
。

　
（
四
）
　
動
産
に
關
す
る
法

　
　
　
　
客
ふ
隻
震
璽
L
・
、
奉
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
九



　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
…
雫
と
亭
利
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
一
〇

　
古
い
時
代
に
は
、
職
後
復
椹
に
よ
つ
て
返
還
さ
れ
な
い
も
の
と
、
さ
れ
る
も
の
の
匿
別
が
い
ろ
い
ろ
あ
つ
た
が
（
第
＋
四
節
）
、
グ
・
ー

チ
ウ
ス
時
代
に
は
、
動
産
は
戦
後
復
権
に
よ
つ
て
は
取
戻
さ
れ
な
い
（
こ
れ
は
船
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
）
（
第
＋
五
節
）
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
エ
シ
デ
イ
ア

敵
に
よ
つ
て
占
有
さ
れ
て
い
て
も
、
ま
だ
敵
の
防
備
内
に
持
ち
込
ま
れ
な
い
物
は
、
萬
民
法
に
よ
れ
ば
ま
だ
所
有
者
を
攣
更
し
て
、
い
な
い

か
ら
、
戦
後
復
椹
の
必
要
な
く
回
復
さ
れ
得
る
（
第
士
ハ
節
）
。

　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
ぱ
つ
い
で
敵
で
な
か
つ
た
者
の
間
で
戦
後
復
穣
が
い
か
に
逡
守
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
し
た
後
（
第
＋
八
節
）
、
最
後

に
、
彼
の
時
代
に
、
こ
れ
が
何
時
行
わ
れ
得
る
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
第
＋
九
節
）
。
鄙
ち
、
も
は
や
彼
の
時
代
に

は
、
キ
リ
ス
ト
敏
徒
の
間
で
も
、
ま
た
マ
ホ
メ
ツ
ト
教
徒
の
間
で
も
、
戦
雫
か
ら
離
れ
た
捕
獲
権
お
よ
び
戦
後
復
権
の
罐
剰
は
共
に
沿
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
グ
ナ
チ
オ

し
て
い
る
。
こ
の
爾
者
の
必
要
は
、
自
然
が
人
間
の
間
に
擾
げ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
近
親
關
係
の
力
の
再
興
に
よ
つ
て
取
除
か
れ
て
し

ま
つ
た
、
し
か
し
か
玉
る
古
い
萬
民
法
は
（
印
ち
何
等
の
宣
言
な
し
に
、
或
は
何
等
の
原
因
な
し
に
、
す
べ
て
の
外
國
人
と
そ
の
財
産
と

を
敵
意
を
以
て
取
扱
う
こ
と
を
正
し
い
と
考
え
る
ほ
ど
）
野
蟹
な
民
族
と
の
關
係
で
ぱ
、
こ
れ
を
適
用
し
得
る
、
と
て
、
現
に
グ
・
ー
チ

ウ
ス
の
本
著
執
筆
中
、
パ
リ
の
最
高
裁
判
所
が
、
常
に
海
上
で
掠
奪
行
爲
を
行
う
ア
ル
ゼ
リ
ア
人
に
よ
っ
て
捕
獲
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
國
民

の
所
有
財
産
は
、
戦
争
の
法
に
よ
つ
て
所
有
構
を
攣
更
し
、
從
つ
て
、
他
の
も
の
が
こ
れ
を
回
復
し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
回
復
し
た
者
の

財
産
と
な
る
と
の
到
決
を
下
し
、
同
じ
事
件
で
、
今
日
で
は
船
舶
は
戦
後
復
権
に
よ
つ
て
回
復
さ
れ
る
も
の
の
中
に
含
ま
れ
な
い
と
の
到

決
も
下
さ
れ
た
と
蓮
べ
て
い
る
。

　
（
一
）
亭
時
に
お
け
る
職
後
復
橿
は
、
別
段
の
合
意
が
な
い
限
り
、
武
力
に
よ
つ
て
は
征
服
さ
れ
な
い
が
、
不
蓮
に
も
捕
え
ら
れ
た
者
（
例
え
ば
職
雫
勃

　
　
　
護
の
時
敵
地
に
い
た
も
の
）
の
た
め
に
の
み
存
す
る
。
但
し
合
意
あ
る
と
き
は
、
他
の
捕
虜
に
つ
い
で
も
認
め
ら
れ
る
。



二
十
職
　
不
正
な
る
職
争
に
寿
い
て
行
わ
れ
る
事
柄
に
關
す
る
警
告
（
第
三
巻
第
＋
章
）

　
グ
・
葦
チ
ウ
ス
は
こ
玉
で
今
ま
で
の
論
述
を
ふ
り
返
つ
て
、
「
法
規
が
許
容
す
る
こ
と
を
名
轡
心
（
の
窪
旨
℃
猛
8
）
が
禁
す
る
と
言
う

の
は
い
か
な
る
意
昧
か
」
（
第
叫
節
）
と
い
う
正
義
と
法
の
關
係
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
問
題
を
提
示
す
る
。
邸
ち
戦
争
に
關
す
る
萬
民
法

の
読
朋
の
は
じ
め
に
（
篁
一
蓉
第
四
章
）
多
く
の
事
柄
が
不
罰
的
に
行
わ
れ
番
こ
と
、
ま
た
一
部
に
は
、
彊
制
裁
到
（
甘
象
。
ダ
。
B
＆
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
輔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

が
自
己
に
封
し
て
の
椹
威
を
賦
與
し
た
と
い
う
こ
と
の
理
由
か
ら
、
「
合
法
的
」
　
（
軸
薄
邑
で
あ
る
と
か
、
「
許
容
的
」
（
ぎ
霞
ε
で
あ

る
と
か
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
詮
明
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
正
し
い
規
範
か
ら
（
塑
冨
＆
さ
讐
ε
も
出
で
、
嚴
格
な
意
味
に
お

　
　
コ
ス

け
る
法
の
う
ち
に
も
存
し
、
ま
た
弛
の
徳
の
訓
戒
の
う
ち
に
も
存
す
る
し
、
或
ぱ
ま
た
一
層
高
次
の
立
揚
か
ら
、
且
つ
善
人
の
間
の
一
暦

大
な
る
稻
讃
を
得
て
省
略
さ
れ
も
す
る
、
と
て
、
以
下
、
セ
ネ
ヵ
、
キ
ケ
・
、
プ
ラ
ト
ン
な
ど
の
正
義
ξ
名
警
心
、
正
義
と
法
の
關
係
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

つ
い
て
の
論
述
を
考
察
し
、
許
容
さ
れ
る
も
の
で
も
、
高
次
の
法
が
許
容
を
禁
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
強
調
し
、
こ
の
こ
と
ぱ
、

萬
民
法
に
よ
つ
て
許
容
さ
れ
て
い
る
前
述
の
事
柄
に
も
適
用
さ
れ
る
と
な
し
（
笙
筋
）
、
　
・
ー
マ
の
法
學
者
自
身
し
ば
し
ば
、
捕
獲
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ユ
リ
ア

（
甘
の
畠
営
ソ
き
器
）
と
呼
ぶ
も
の
を
他
の
揚
所
で
は
不
正
と
呼
ん
で
、
自
然
的
衡
李
に
欝
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
不
正
な
戦
雫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
テ
ル
ナ
　
イ
ン
ユ
ス
チ
チ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
レ
ユ
ス
ッ
ス

に
よ
つ
て
爲
さ
れ
た
こ
と
は
ー
た
と
え
戦
争
が
正
式
に
行
わ
れ
よ
う
と
も
1
道
徳
的
不
正
の
見
地
よ
り
不
正
で
あ
る
、
と
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ク
ト
さ
ル

じ
（
笙
こ
節
）
、
賠
償
の
義
務
と
範
園
に
つ
い
て
（
第
四
節
）
次
の
よ
う
に
蓮
べ
て
い
る
。
邸
ち
戦
争
の
主
謀
者
は
、
構
力
の
行
使
に
よ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
シ
リ
ウ
ム

戦
争
を
行
っ
た
か
、
或
は
渤
奨
を
通
じ
て
行
つ
た
か
を
問
わ
す
、
通
常
戦
争
に
件
う
一
切
の
こ
と
に
つ
い
て
賠
償
を
な
す
義
務
を
有
す

る
。
異
例
の
こ
と
で
す
ら
、
彼
等
が
命
じ
、
渤
奨
し
、
或
は
防
止
し
得
る
に
拘
わ
ら
す
防
止
し
な
か
つ
た
揚
合
も
賠
償
の
義
務
が
あ
る
。

　
　
　
ヅ
ク
ツ
ス

か
く
て
將
軍
も
、
そ
の
指
揮
中
に
生
じ
た
こ
と
に
封
し
て
責
任
を
負
い
、
例
え
ば
、
都
市
の
焼
失
の
如
く
、
あ
る
共
通
の
行
爲
に
参
加
し

　
　
　
　
グ
ロ
君
チ
ウ
ス
「
職
箏
と
亭
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
二



　
　
　
　
　
グ
ロ
置
チ
ウ
ス
コ
載
争
と
軍
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
一
コ

た
す
べ
て
の
兵
士
達
も
、
蓮
帯
的
に
責
任
を
負
う
、
個
別
的
行
爲
に
つ
い
て
は
、
彼
が
唯
一
の
原
因
で
あ
る
か
、
少
く
と
も
原
因
の
一
つ

で
あ
つ
た
と
こ
ろ
の
損
害
に
封
し
て
責
任
を
有
す
る
。
つ
い
で
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
不
正
な
戦
争
に
お
い
て
、
捕
獲
さ
れ
た
物
は
、
こ
れ

を
捕
獲
す
る
者
に
ょ
つ
て
返
還
さ
れ
る
べ
ぎ
か
（
第
五
節
）
、
そ
の
物
は
、
こ
れ
を
保
有
す
る
者
に
ょ
つ
て
返
還
さ
れ
る
べ
き
か
（
第
六
節
）

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
（
一
）
英
鐸
は
冨
計
巳
佛
謬
は
0
訂
O
塗
融
O
器

　
（
二
）
英
課
は
b
R
巳
琶
菖
①
佛
課
は
b
霞
巨
8
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
　
ド
　
ル

　
（
三
）
　
セ
ネ
カ
の
「
ト
・
ヤ
の
女
」
の
な
か
で
、
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
の
「
法
規
が
許
す
こ
と
も
名
學
心
は
こ
れ
を
禁
ず
」
と
言
う
一
旬
を
ま
ず
引
き
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
名
警
心
は
、
人
と
か
名
聾
と
か
言
う
よ
砂
も
、
衡
李
に
し
て
善
な
る
も
の
、
或
は
少
く
と
も
よ
り
一
暦
衡
季
に
し
て
善
な
る
も
の
を
意
味
す
る
、
と
な

　
　
　
し
、
霊
義
が
名
警
心
と
し
ぱ
し
ば
結
合
さ
れ
る
こ
と
を
、
ユ
ス
チ
ア
ヌ
ス
勅
法
、
ク
イ
ン
チ
リ
ア
ヌ
ス
、
プ
ル
タ
ク
ス
な
ど
の
言
葉
を
引
き
、
プ
ラ
ト

　
　
　
ン
の
「
法
律
論
」
の
「
霊
義
は
名
警
心
の
娘
と
呼
ば
る
』
も
、
か
く
呼
ば
る
瓦
は
眞
實
な
砂
」
と
い
う
一
句
の
「
娘
」
を
「
件
侶
」
と
訂
正
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
レ
ク
ン
ヂ
イ
ス

　
　
　
で
あ
る
と
な
し
、
叉
法
學
者
パ
ウ
ル
ス
が
自
然
法
と
名
警
心
を
結
合
き
せ
、
キ
ケ
ロ
が
正
義
と
「
敬
　
意
」
（
＜
霞
①
身
昌
師
貯
）
と
を
匿
別
し
、
「
正

　
　
　
義
」
の
本
質
は
人
を
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
に
あ
り
、
「
ウ
翫
ク
．
窟
闘
の
本
質
は
人
を
侮
辱
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
に
あ
る
と
蓮
べ
て
い
る
こ
と
を
引
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ノ
ぞ
蓄
　
　
　
　
　
鍔
フ
イ
言
ム
　
　
　
　
　
ヤ
グ
ラ

　
　
　
る
Q
さ
ら
に
セ
ネ
カ
の
「
法
に
蓮
つ
て
善
な
る
こ
と
は
、
い
か
に
狭
き
無
害
心
な
る
こ
と
よ
、
義
務
の
準
則
は
、
法
の
規
範
よ
り
い
か
に
廣
く
及

　
　
　
　
　
　
　
望
亥
；
二
実
　
其
ヲ
リ
実
麦
チ
チ
げ
鐸
麦

　
　
　
ぶ
こ
と
よ
、
敬
淋
、
人
問
愛
、
寛
　
大
、
正
　
義
、
誠
、
賀
は
い
か
に
多
く
の
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
よ
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
法
典
の
う
ち
に
は
存
せ

　
　
　
ず
」
と
の
句
を
引
き
、
法
を
正
義
か
ら
匿
別
し
て
い
る
の
は
、
セ
ネ
カ
が
法
を
ば
、
外
部
的
裁
鋼
（
廿
9
巳
窪
目
舞
＄
3
∈
こ
に
お
い
て
効
力
あ

　
　
　
る
も
の
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
、
と
な
す
。

　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
前
述
の
如
く
、
法
に
よ
つ
て
許
容
さ
れ
る
も
の
も
、
正
義
の
見
地
よ
り
こ
れ
を
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
か

ら
、
以
下
敷
章
に
わ
た
り
、
正
職
に
お
け
る
殺
鐵
椹
、
荒
慶
そ
の
他
の
類
似
事
項
、
捕
獲
物
、
捕
虜
、
支
配
櫨
の
取
得
、
萬
民
法
上
戦
後

復
権
を
有
し
な
い
も
の
の
各
た
に
お
い
て
緩
和
を
行
う
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。



嵩
十
嘉
　
正
戦
に
諭
け
る
殺
職
権
の
緩
和
　
（
第
三
巻
第
＋
“
章
）

　
グ
・
ー
チ
ゥ
ス
は
ま
す
正
戦
に
濤
い
て
は
若
干
の
行
爲
が
道
徳
的
正
義
を
訣
く
こ
と
、
刑
罰
に
も
、
勝
利
者
に
も
正
し
き
限
度
、
正
し
き

法
規
2
或
ぱ
衝
軍
の
存
す
べ
き
こ
と
を
説
き
（
第
輔
節
）
、
正
戦
に
お
い
て
、
道
徳
的
正
義
に
ょ
つ
て
、
い
か
な
る
者
を
殺
し
得
る
か
（
い

か
な
る
時
に
殺
し
得
る
か
に
つ
い
て
は
第
三
巷
第
一
章
）
に
つ
き
、
正
し
ぎ
刑
罰
と
し
て
行
わ
れ
る
揚
合
、
お
よ
ぴ
他
の
方
法
で
は
我
ル
、

の
生
命
財
産
を
保
護
し
得
な
い
場
合
に
限
る
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
の
場
合
、
何
入
を
も
故
意
に
殺
す
こ
と
ぱ
正
し
く
な
い
し
、
一
時
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ツ
ク
ス

こ
と
の
た
め
に
殺
す
こ
と
も
、
た
と
え
嚴
格
な
意
味
で
の
正
義
か
ら
遠
か
ら
ぬ
揚
合
で
も
、
愛
の
法
則
と
相
容
れ
ぬ
き
述
べ
　
（
第
二
節
）
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
フ
オ
ル
ツ
ム

ら
に
、
何
人
を
も
不
蓮
を
理
由
に
正
當
に
殺
し
得
な
い
し
（
例
え
ば
強
制
さ
れ
て
一
方
に
加
捲
し
た
者
の
如
き
）
（
第
三
節
）
、
不
蓮
と

ル
ス
　
　
　
　
ク
受
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
夢
ト
ん

欺
岡
の
中
間
た
る
過
失
の
た
め
に
も
殺
し
得
な
い
（
第
四
節
）
と
な
し
、
こ
れ
に
關
聯
し
て
、
戦
争
の
主
謀
者
と
、
こ
れ
に
從
う
者
と
を

輝
別
す
ぺ
き
で
あ
る
と
て
、
往
時
よ
り
、
主
謀
者
の
み
が
罰
ぜ
ら
れ
た
事
例
を
撃
げ
（
第
五
締
）
、
ま
た
戦
争
の
主
謀
者
に
つ
い
て
嘆
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ク
　
ト
　

め
得
べ
き
原
因
と
、
認
め
得
べ
か
ら
ざ
る
原
因
と
を
匠
別
す
べ
き
で
あ
る
と
て
（
第
六
節
）
、
檜
悪
や
残
忍
か
ら
で
な
く
、
義
務
と
正
し
き

ス
ッ
ヂ
イ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ィ
デ
ベ

熱
意
か
ら
罪
を
犯
し
た
揚
合
、
正
直
な
る
原
因
か
ら
、
信
實
の
た
め
、
同
盟
條
約
の
た
め
、
或
ぱ
自
由
の
た
め
戦
争
を
行
つ
た
揚
合
は
、

　
　
ヂ
プ
レ
カ
チ
オ

或
ぱ
歎
　
願
の
最
良
の
原
因
と
な
り
、
或
は
稻
讃
さ
れ
放
冤
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
古
人
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
。
つ
い
で
死
に
値
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ク
テ

る
敵
に
封
し
て
す
ら
、
し
ば
し
ば
庭
罰
を
正
當
に
冤
除
し
得
る
こ
と
（
第
七
節
）
無
事
な
る
者
の
死
は
、
不
慮
の
出
來
事
に
よ
る
死
と
い

え
ど
も
、
幽
來
る
限
り
こ
れ
を
防
止
す
番
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
（
第
八
節
）
、
子
供
は
常
に
助
命
す
べ
き
で
あ
り
、
婦
女
、
老
人
は
重

大
な
犯
行
な
き
限
り
助
命
す
べ
ぎ
で
あ
る
こ
と
（
第
九
節
）
、
ま
た
聖
職
者
、
文
學
者
、
農
民
、
商
入
（
お
よ
び
類
似
の
も
の
）
な
ど
も
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

命
す
べ
ぎ
で
あ
り
（
第
＋
｝
、
＋
二
節
）
、
武
器
を
執
つ
た
も
の
で
も
、
捕
虜
を
も
助
命
す
べ
き
で
あ
る
と
な
す
（
第
＋
三
節
）
。
ま
た
、
衝
卒

　
　
　
　
グ
ロ
3
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
亭
和
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
一
ミ



　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
箏
と
ギ
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唄
輔
四

な
條
件
で
降
伏
し
よ
う
と
欲
す
る
者
を
も
受
容
れ
る
べ
ぎ
で
あ
り
（
第
＋
四
節
）
、
無
條
件
で
降
伏
す
る
者
も
助
命
す
べ
き
で
あ
り
（
第
＋

五
節
）
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
重
大
な
犯
罪
が
存
し
な
い
限
り
眞
理
で
あ
る
と
て
、
こ
の
他
の
場
合
、
即
ち
、
報
復
や
威
嚇
が
必
要
だ
つ
た

り
頑
強
な
抵
抗
が
な
さ
れ
る
場
合
を
例
外
と
す
る
こ
と
は
殺
害
の
正
し
い
原
因
で
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
第
＋
六
節
）
。
さ
ら
に
有
罪
の
者

も
、
そ
の
藪
が
大
な
る
揚
合
ば
助
命
す
る
こ
と
が
正
當
で
あ
る
こ
と
（
箪
＋
七
彿
）
、
人
質
は
彼
等
自
ら
が
犯
罪
を
行
わ
ぬ
限
り
殺
す
べ
き

で
な
い
こ
と
（
第
＋
八
節
）
を
論
じ
た
後
、
最
後
に
、
「
す
べ
て
無
用
な
戦
闘
ぱ
避
け
る
べ
ぎ
で
あ
る
」
（
第
＋
九
節
）
と
て
、
椹
利
追
求
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ム
ミ
ス
シ
オ

め
、
或
は
戦
争
絡
結
の
た
め
に
は
何
等
の
用
を
爲
さ
す
、
箪
に
カ
を
街
う
た
め
に
な
さ
れ
る
す
べ
て
の
争
闘
、
即
ち
、
ギ
リ
シ
ア
人
が

言
う
「
敵
に
封
す
る
戦
闘
よ
り
は
、
む
し
ろ
カ
の
見
せ
か
け
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
義
務
お
よ
び
人
問
愛
自
鰹
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
統
治
者
け
か
玉
る
こ
と
を
嚴
重
に
禁
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。

　
（
嚇
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
こ
』
で
か
」
る
過
失
の
性
質
を
詳
細
に
誕
明
し
て
い
る
。

　
（
二
）
デ
イ
オ
ド
ル
ス
。
シ
ク
ル
ス
は
、
捕
虜
を
助
命
す
る
こ
と
を
「
共
通
の
法
」
（
冒
・
8
巨
巨
窪
o
）
と
呼
び
、
セ
ネ
カ
も
、
こ
れ
は
善
と
衡
亭
の
本
性

　
　
　
が
命
ず
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
巨
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
三
　
荒
慶
そ
の
他
類
似
の
事
柄
に
訟
け
る
緩
和
　
（
第
三
巻
第
士
蚕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
ま
す
、
危
害
と
な
る
こ
と
な
し
に
他
人
の
財
産
を
浩
滅
さ
せ
る
三
つ
の
條
件
を
述
べ
た
後
、
戦
孚
に
お
い
て
は
、

刑
罰
が
無
限
に
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
衝
耶
な
よ
う
に
、
不
法
な
る
行
爲
が
償
わ
れ
る
に
必
要
な
限
度
内
で
及
ぼ
さ
れ
る
べ
き
で
あ

　
　
　
　
ウ
チ
リ
ウ
ス

リ
、
何
等
利
釜
の
原
因
が
な
い
に
限
ら
す
自
己
の
た
め
に
何
も
な
ら
な
い
の
に
他
人
を
害
す
る
こ
と
は
愚
か
で
あ
る
と
な
し
、
敵
を
し
て

短
時
日
に
講
和
を
求
め
る
こ
と
を
飴
儀
な
く
さ
せ
る
た
め
に
行
う
掠
奪
（
を
b
巳
暮
ご
）
は
こ
れ
を
我
慢
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
正



し
く
考
察
す
れ
ば
、
多
く
ぱ
賢
明
な
理
由
よ
り
ぱ
む
し
ろ
憎
悪
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
第
一
節
）
。
つ
づ
い
風
我
々

　
　
　
　
フ
ル
ク
ツ
ス

に
声
ろ
て
有
用
に
し
て
且
つ
、
敵
の
権
力
外
に
あ
る
物
の
場
合
（
篁
霞
）
、
急
速
な
勝
利
の
公
算
大
な
る
場
合
（
箏
葡
）
、
敵
が
他
の
方

面
よ
り
維
持
手
段
を
得
る
揚
合
（
第
四
節
〉
、
そ
れ
自
騰
戦
雫
資
源
に
有
用
な
ら
ざ
る
物
の
場
合
（
第
五
節
）
は
す
べ
宅
荒
慶
を
避
け
る
べ

ぎ
で
あ
る
と
述
べ
、
キ
リ
ス
ト
致
徒
は
戦
争
の
放
縦
な
許
容
を
自
然
に
よ
つ
て
許
容
さ
れ
る
も
の
、
或
は
許
谷
さ
れ
た
も
の
の
な
か
で
一

暦
よ
き
も
の
に
限
る
べ
き
で
あ
る
と
な
す
（
第
八
節
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ヶ
ス
シ
タ
ス

　
（
一
）
　
第
麟
は
、
最
初
に
斯
有
権
が
設
定
さ
れ
た
時
に
除
外
き
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
必
要
、
第
二
は
不
衡
亭
か
ら
生
ず
る
債
務
、
第
三
は
悪
行
に
封
す

　
　
　
る
鷹
當
が
存
す
る
場
合
で
あ
る
。

二
十
四
　
捕
獲
物
お
よ
び
捕
虜
に
關
す
る
緩
和
　
（
第
三
巻
第
＋
三
章
・
第
＋
四
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
チ
ネ
オ

　
つ
ぎ
に
、
正
戦
に
お
け
る
敵
産
の
捕
獲
も
無
制
限
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
な
く
、
敵
の
從
属
者
の
財
産
は
、
そ
の
債
務
の
限
度
ま
で
抑
留

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

し
得
る
こ
と
（
第
叫
章
）
そ
れ
は
他
人
の
犯
罪
に
封
す
る
刑
罰
と
し
て
は
抑
留
す
べ
ぎ
で
な
い
こ
と
（
第
二
節
）
、
こ
玉
で
ぱ
、
從
属
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ピ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
グ
イ
ロ

財
産
は
、
職
争
を
獲
生
さ
せ
た
第
一
の
債
務
の
み
な
ら
す
、
爾
後
に
生
じ
た
第
二
の
債
務
の
追
求
の
た
め
に
も
捕
獲
さ
れ
且
つ
取
得
さ
れ

得
る
こ
と
（
篁
君
即
）
、
し
か
し
椹
利
の
完
全
な
行
使
を
行
わ
な
い
こ
と
が
人
道
的
で
あ
る
こ
と
（
第
四
節
）
を
述
べ
て
い
る
。

　
捕
虜
に
關
す
る
綾
和
に
つ
い
て
は
（
第
＋
囚
章
）
、
ま
す
、
内
部
的
正
義
（
良
心
）
に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
範
園
ま
で
人
を
捕
え
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
こ
の
こ
と
は
、
財
産
の
揚
合
と
同
様
、
最
初
の
債
務
或
は
爾
後
の
債
務
の
額
が
許
す
限
9
に
お
い
て
許
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

る
（
但
し
そ
の
人
自
身
の
側
に
特
別
の
不
法
な
行
爲
が
存
す
る
揚
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
）
が
、
す
べ
て
の
も
の
に
封
し
て
同
じ
罰
が
衡

季
で
あ
り
正
直
で
あ
る
と
ほ
考
え
す
、
各
人
の
値
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
照
し
、
事
柄
を
槍
討
し
て
、
庭
理
す
べ
き
で
あ
る
と
な
す
（
第
，

　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
戦
雫
と
奉
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五



　
　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
コ
載
雫
と
単
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

嚇
簡
）
。
つ
い
で
内
部
的
正
義
の
力
に
よ
れ
ば
、
奴
隷
に
翌
し
て
い
か
な
る
こ
と
を
爲
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
間
題
を
、
ぱ
じ
め
奴
隷

に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
後
（
第
二
節
）
、
捕
虜
を
奴
隷
化
す
る
慣
わ
し
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
印
ち
、
戦
争
よ
り
生
す
る
奴
隷
椹
（
軸
葛

器
署
詳
言
芭
を
行
使
し
な
い
人
民
の
間
で
ぱ
い
か
に
な
す
べ
ぎ
か
に
つ
い
て
は
（
第
九
節
）
、
こ
れ
を
交
換
す
る
こ
と
が
最
善
で
あ
り
、
そ

の
次
は
不
當
な
ら
ざ
る
債
格
で
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
と
な
し
、
捕
虜
に
野
し
て
善
行
を
施
し
、
敵
意
よ
り
も
友
誼
を
得
よ
う
と
欲
し
た

稻
讃
す
べ
き
王
達
の
事
例
を
墾
げ
て
い
る
。

　
（
一
）
　
但
し
保
謹
の
た
め
必
要
な
場
合
は
、
こ
の
限
度
を
越
え
得
る
が
、
危
険
が
去
つ
た
時
は
、
そ
の
物
自
禮
或
は
そ
の
代
慣
を
返
還
す
べ
ぎ
で
あ
る
、

　
　
　
と
な
し
、
こ
㌧
に
取
得
槽
（
甘
の
夢
っ
β
鼠
お
一
益
一
）
を
件
わ
ぬ
あ
る
捕
獲
椹
（
甘
ω
8
茗
霞
象
）
の
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
Q

　
（
二
）
　
他
人
の
財
産
に
課
せ
ら
れ
る
債
務
は
、
刑
罰
的
な
債
務
と
効
用
を
異
に
す
ろ
。
帥
ち
、
後
奢
で
は
財
産
に
存
す
る
が
前
者
で
は
財
産
に
存
し
な
い

　
　
　
か
ら
、
こ
れ
に
到
す
る
追
求
は
損
害
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
な
く
省
略
し
得
る
Q
嚴
格
な
意
味
に
お
い
て
、
國
家
が
罰
せ
ら
れ
得
る
と
の
理
由
で
人
は

　
　
　
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
國
家
を
し
て
そ
の
爲
す
べ
き
こ
と
を
強
制
す
る
た
め
に
、
邸
ち
有
罪
者
を
裁
判
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
よ

　
　
　
う
に
義
務
ず
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
職
務
上
（
o
M
父
）
窪
9
）
）
に
生
ず
る
義
務
は
第
一
の
種
類
の
債
務
に
婦
し
、
第
二
の
種
類
の
債
務
に
は
蹄
せ
し
め

　
　
　
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
、
け
だ
し
、
鹿
罰
す
べ
き
義
務
を
有
す
る
こ
と
と
、
虎
罰
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
或
は
虎
勤
さ
れ
得
べ
き
こ
と
と
は
別
の
こ
と
で

　
　
　
あ
つ
て
、
た
と
え
前
者
の
塀
怠
に
よ
つ
て
後
者
が
生
じ
て
も
、
繭
者
は
明
か
に
原
因
で
あ
り
、
後
者
は
効
果
で
あ
つ
て
別
で
あ
る
。
從
っ
て
、
刑
罰

　
　
　
の
名
目
の
下
に
取
得
し
得
る
の
は
、
敵
の
從
鵬
者
の
財
産
で
は
な
く
、
自
ら
不
法
な
ろ
行
爲
を
行
つ
た
者
の
財
産
の
み
で
あ
る
。
こ
の
グ
ロ
ー
チ
ウ

　
　
　
ス
の
議
論
は
職
雫
責
任
論
に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
Q

二
十
五
　
支
配
権
の
取
得
に
關
す
る
緩
和
　
（
第
三
巻
第
＋
五
章
）

　
支
配
擢
の
取
得
に
關
す
る
緩
和
ぱ
、
極
め
て
重
要
で
あ
り
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
ば
ま
す
内
部
的
正
義
は
い
か

な
る
範
園
ま
で
支
配
穫
の
取
得
を
許
す
か
に
つ
い
て
、
個
人
に
つ
い
て
要
求
さ
れ
る
衡
李
或
は
稻
讃
さ
れ
る
人
間
愛
は
、
人
民
ま
た
披
人



民
の
部
分
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
胃
頭
し
て
次
の
よ
う
に
論
す
る
（
第
輔
筋
）
。
即
ち
正
戦
に
ょ
つ
て
ぱ
他
の
も
の
と
同
様
、
入
民
に

封
す
る
支
配
者
の
椹
利
お
よ
ぴ
、
人
民
自
身
が
支
配
構
の
う
ち
に
有
す
る
擢
利
も
ま
た
取
得
さ
れ
得
る
が
、
そ
れ
は
不
法
な
行
爲
か
ら
生

す
る
刑
罰
、
或
ば
他
の
形
態
の
債
務
の
限
度
が
許
す
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
は
、
最
大
の
危
険
の
回
避
と
い
う
こ
と

も
附
加
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
最
後
の
原
因
は
、
し
ば
し
ば
、
他
の
も
の
と
混
同
さ
れ
る
が
、
そ
れ
自
騰
、
は
講
和
締
結
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
セ
リ
コ
ル
デ
イ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ミ
ツ
ト

或
は
勝
利
を
利
用
す
る
際
は
最
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
他
の
も
の
は
慈
　
悲
に
よ
つ
て
宥
恕
さ
れ
る

が
、
公
の
危
瞼
が
あ
る
場
合
ぱ
、
適
度
を
超
え
た
安
全
は
、
慈
悲
の
行
き
す
ぎ
で
あ
る
、
と
て
自
國
が
充
分
安
全
な
歌
態
に
を
き
得
る
程

度
ま
で
野
螢
人
を
從
属
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
古
言
を
引
い
て
い
る
。
つ
い
で
、
被
征
服
者
に
封
し
て
こ
の
樺
利
を
拗
棄
す
る
こ
と
は

賞
讃
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
て
（
篁
爵
）
、
戦
雫
の
目
的
ば
李
和
を
撹
胤
す
る
も
の
を
除
去
す
る
に
あ
る
、
と
て
、
一
國
の
境
界
左
．
鑛
大

す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
を
防
衛
す
る
こ
と
を
慣
習
と
し
、
各
王
ぱ
自
已
の
た
め
に
支
配
櫨
を
求
め
る
こ
と
を
せ
す
、
自
己
の
人
民
の

　
　
グ
ロ
コ
リ
ア

た
め
榮
光
を
求
め
、
満
足
し
て
支
配
構
を
拗
棄
し
た
ニ
ヌ
ス
時
代
の
以
前
を
稻
え
、
「
そ
の
支
配
権
の
廣
大
な
る
こ
と
の
敷
喜
は
、
必
す

や
善
人
の
あ
す
か
り
知
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
る
を
彼
に
知
ら
し
め
よ
」
と
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
。
つ
い
で
グ
ロ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
ス
チ
ア

ウ
ス
は
こ
の
古
い
潔
白
な
る
縮
鑑
に
つ
ぐ
も
の
と
し
て
古
代
・
ー
マ
人
の
思
慮
あ
る
謙
譲
さ
を
稻
讃
す
る
。
そ
し
て
、
彼
等
が
、
或
は
被

征
服
者
を
征
服
者
と
混
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
或
ば
支
配
擢
を
そ
の
前
の
所
有
者
に
淺
す
こ
と
に
よ
り
、
時
に
は
、
駐
屯
兵
を
駐
屯
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ク
リ
タ
ス

せ
る
こ
と
に
ょ
り
（
か
く
て
支
配
穰
の
許
與
と
共
に
、
勝
利
者
の
安
全
保
障
が
定
め
ら
れ
る
）
、
或
は
納
貢
お
よ
び
類
似
の
負
捲
を
課
す

る
こ
と
に
よ
り
、
支
配
権
の
取
得
の
緩
和
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
勝
利
の
種
欧
の
形
態
を
墨
げ
（
第
三
節
乃
至
第
六
節
）
、
か
玉
る
緩
和
よ
り

生
ず
る
利
釜
と
し
て
、
敗
職
者
に
そ
の
支
配
構
を
残
す
こ
と
が
、
人
間
愛
の
行
爲
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
i
－
し
ば
し
ば
思
慮
深
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

で
も
あ
る
と
読
き
（
第
七
節
）
、
そ
の
實
例
と
し
て
、
被
征
服
者
の
間
に
お
け
る
統
治
形
態
の
攣
更
に
つ
い
て
述
べ
た
後
（
第
八
節
）
、
つ
い

　
　
　
　
グ
ロ
7
チ
ウ
ス
「
職
箏
と
亭
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七



　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
一
璽
と
李
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
吋
八

で
、
も
し
被
征
服
者
に
封
す
る
支
配
槽
を
杢
く
拗
棄
す
る
こ
と
が
安
全
で
な
い
こ
と
か
ら
、
支
配
椹
を
取
得
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
［
部

を
被
征
服
者
、
或
は
そ
の
王
達
に
淺
す
こ
と
が
正
當
で
あ
る
こ
と
（
第
九
節
）
、
或
は
、
少
く
と
も
、
あ
る
程
度
の
自
由
を
残
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
、
部
ち
被
征
服
者
か
ら
支
配
槽
を
杢
く
取
去
る
時
も
、
彼
等
の
私
的
事
項
お
よ
び
些
細
な
公
的
事
項
に
關
し
て
は
、
彼
等
の
法

規
、
慣
習
お
よ
ぴ
官
吏
を
残
し
得
る
こ
と
（
第
＋
節
）
、
特
に
被
征
服
者
が
心
服
し
な
い
限
り
、
彼
等
か
ら
そ
の
傳
來
の
宗
敏
の
傳
奉
を
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

わ
な
い
こ
と
も
、
寛
大
さ
の
一
部
で
あ
る
こ
と
（
第
＋
一
節
）
、
少
く
と
も
被
征
服
者
を
寛
大
に
取
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
彼
等
の
利
釜
が
征

服
者
の
利
釜
と
結
合
さ
れ
る
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
（
第
士
一
節
）
を
論
じ
た
後
ヤ
最
後
に
「
勝
利
を
寛
大
に
用
い
る
こ
と
は
征
服

す
る
こ
と
よ
り
も
美
し
き
こ
と
で
あ
る
」
と
の
ヘ
ル
モ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
や
、
「
我
々
が
慈
悲
と
寛
大
に
よ
つ
て
武
装
す
る
こ
と
は
新
し

ぎ
征
服
の
方
式
で
あ
る
」
と
い
う
キ
ケ
・
の
な
か
の
一
句
を
引
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ウ
イ
タ
ス

　
（
一
）
　
ラ
ケ
ダ
エ
モ
ニ
ア
人
お
よ
び
、
初
め
は
ア
テ
ネ
人
も
、
彼
等
が
征
服
し
た
國
家
に
封
し
て
、
そ
の
支
配
擢
を
要
求
す
る
こ
と
な
く
、
た
穿
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ス
ゲ
ブ
リ
カ

　
　
　
の
國
家
が
、
彼
等
自
身
の
國
家
桑
模
倣
じ
た
統
治
形
態
を
用
い
る
べ
き
こ
と
を
望
ん
だ
。

　
（
二
）
　
も
し
被
征
服
者
が
誤
つ
た
宗
教
を
奉
じ
て
い
た
場
合
は
、
勝
利
者
は
眞
の
信
仰
が
塵
迫
を
蒙
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
十
六

萬
民
法
に
ょ
つ
て
戦
後
獲
権
を
有
し
な
い
も
の
に
關
す
る
緩
和

（
第
三
雀
第
十
六
章
）

　
次
に
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
不
正
な
る
戦
争
に
お
い
て
、
敵
が
他
よ
り
取
つ
た
物
を
も
返
還
す
べ
き
こ
と
を
内
部
的
正
義
ぱ
要
求
す
る
と
て

（
第
一
節
）
、
載
後
復
権
に
よ
つ
て
回
復
さ
れ
る
も
の
は
捕
獲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
、
不
正
な
戦
争
で
取
得
し
た
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ス
　
イ
ン
テ
ル
マ
ム

み
な
ら
す
、
何
等
か
の
様
態
で
そ
の
物
を
手
に
入
れ
た
者
も
返
還
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
、
け
だ
し
内
部
的
法
に
お
い
て
ば
不
正
な
る
職



争
は
盗
賊
行
爲
乏
何
等
異
な
ら
な
い
、
と
な
し
、
っ
い
で
從
圏
的
人
民
ま
た
は
人
民
の
部
分
で
す
ら
も
、
そ
れ
が
敵
に
よ
っ
て
不
正
に
征

服
さ
れ
た
揚
合
は
、
そ
れ
ら
が
前
に
屡
し
て
い
た
も
の
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
（
第
四
節
）
、
返
還
義
務
の
沿
滅
時
期
に
鯛
れ

た
後
、
戦
雫
の
法
が
甚
だ
曖
昧
な
揚
合
、
邸
ち
、
疑
わ
し
い
原
因
が
存
す
る
揚
合
ぽ
、
一
方
で
は
新
保
有
者
に
封
し
て
、
支
沸
金
を
受
取

つ
て
そ
の
保
有
す
る
物
を
譲
渡
す
べ
き
ζ
と
を
説
得
し
、
他
方
で
は
、
前
所
有
者
に
封
し
て
、
自
身
の
も
の
を
回
復
す
る
よ
り
も
、
そ
れ

と
同
等
の
憤
値
で
支
佛
わ
れ
る
代
債
を
受
取
る
方
が
一
暦
有
利
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
読
得
す
る
方
法
が
最
善
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

（
欝
六
節
）
。

二
十
七
　
中
立
者
に
つ
い
て
　
（
第
三
巻
第
＋
七
章
）

　
グ
膜
ー
チ
ウ
ス
の
本
著
作
に
お
け
る
中
立
論
は
、
わ
す
か
に
本
章
に
現
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
彼
は
戦
争
に
お
け
る
中
立
者
の

立
揚
を
戦
争
権
適
用
の
断
象
の
角
度
よ
り
考
察
す
、
る
。
即
ち
戦
争
の
外
に
あ
る
も
の
、
即
ち
李
和
關
係
に
あ
る
も
の
に
向
つ
て
は
、
い
か

な
る
職
争
の
椹
利
も
存
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
何
物
を
も
取
る
べ
ぎ
で
ぼ
な
い
、
し
か
し
、
戦
雫
の
機
に
乗
じ
て
偽
特
に
近
隣
の

も
の
に
封
し
て
は
、
必
要
を
口
實
に
、
多
く
の
事
柄
が
行
わ
れ
多
が
、
他
人
の
財
産
を
害
す
る
椹
利
を
與
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
必
要
が

最
大
の
も
の
で
な
け
れ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
所
有
者
自
身
に
同
じ
必
要
が
存
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
必
要
が
確
か
に
存
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ス
ト
テ
イ
ア

も
、
そ
の
必
要
の
要
求
す
る
限
度
を
超
え
て
取
つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
も
し
保
管
で
充
分
な
場
合
は
こ
れ
を
使
用
す
べ
き
で
な
く
、

使
用
で
充
分
な
揚
合
は
浩
費
す
べ
ぎ
で
な
く
、
浩
費
が
必
要
な
揚
合
は
、
そ
の
爲
の
代
憤
を
　
償
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
か
蕊
る
例
外

を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
一
節
）
。
つ
い
で
戦
争
す
る
も
の
が
必
要
に
迫
ら
れ
て
も
中
立
者
の
財
産
を
取
ら
な
い
よ
う
に
自
制
し
た
敷

汝
の
事
例
を
墨
げ
た
後
（
笙
葡
）
、
一
韓
し
て
李
和
關
係
に
あ
る
者
の
交
戦
者
に
勤
す
る
義
務
に
移
り
（
第
三
節
）
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
、

　
　
　
　
グ
ロ
遭
チ
ウ
ス
「
一
戦
箏
と
李
へ
猟
の
法
」
の
碑
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吋
幅
九



　
　
　
　
　
グ
ロ
喜
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
耶
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噌
二
〇

邪
な
る
原
因
を
有
す
る
も
の
を
一
暦
強
力
な
ら
し
め
、
或
ぼ
正
し
き
戦
争
を
行
う
者
の
行
動
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
一
切
行
わ
ぬ
こ

と
、
し
か
し
、
疑
あ
る
事
柄
に
お
い
て
は
、
通
過
の
許
容
、
軍
除
に
封
ナ
る
糧
食
の
供
給
、
被
攻
園
者
に
封
す
る
援
助
の
拒
否
に
つ
い
て

は
、
墜
方
に
勤
し
て
衡
卒
に
こ
れ
を
行
う
べ
き
こ
と
の
義
務
を
有
す
る
と
て
、
敵
の
欲
す
る
こ
と
を
行
う
者
は
敵
で
あ
り
、
敵
を
受
容
れ

る
國
家
ば
季
和
の
構
利
を
失
う
、
と
い
う
よ
う
な
古
人
の
言
葉
を
引
き
、
最
後
に
、
爾
交
戦
國
の
善
意
を
保
有
し
な
が
ら
、
戦
雫
に
介
入

す
る
こ
と
を
避
げ
、
且
つ
各
々
に
、
共
通
の
人
間
愛
の
義
務
を
示
す
こ
と
が
許
さ
れ
得
る
た
め
に
、
爾
交
戦
國
と
同
盟
條
約
を
諦
結
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吋
）

こ
と
は
有
用
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

　
（
一
）
　
ス
パ
ル
タ
の
王
ア
ル
キ
ダ
ム
ス
は
エ
レ
ア
人
が
ア
ル
カ
デ
ア
人
に
味
方
せ
ん
と
し
た
の
を
見
℃
彼
等
に
書
簡
を
邊
つ
た
が
、
そ
れ
に
は
「
静
か
K

　
　
　
し
て
い
る
方
が
よ
い
」
　
（
ぎ
呂
壼
o
箸
ρ
三
霧
8
お
）
と
し
か
書
い
て
な
か
つ
た
、
こ
と
を
引
い
て
い
る
Q
一
寸
面
白
い
こ
と
で
あ
る
。

二
十
八
　
公
職
に
お
け
る
私
人
の
行
爲
に
つ
い
て
　
（
第
三
巻
第
＋
八
章
〉

　
上
述
し
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
こ
と
は
、
職
孚
に
お
い
て
最
高
決
定
灌
を
有
す
る
か
、
或
ぼ
公
的
支
配
橿
を
行
使
す
る
者
に
適
用
が
あ

る
の
で
、
私
入
が
敵
に
害
を
與
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
得
る
か
否
か
を
、
自
然
法
、
紳
意
法
、
萬
民
法
、
國
民
法
を
麗
別
し
て
論
じ
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ペ
げ
ゲ
ン
チ
ウ
ム
じ
エ
ク

ぱ
な
ら
な
い
と
て
（
第
叫
節
）
、
ま
す
兵
士
で
な
い
も
の
が
敵
と
闘
う
こ
と
が
正
當
で
な
い
、
と
し
た
古
人
の
言
葉
を
引
き
、
外
部
的
萬

ス
テ
ル
ヌ
ム

民
法
に
よ
れ
ば
、
敵
は
全
く
無
き
も
同
然
で
、
何
人
も
敵
産
を
捕
獲
す
る
こ
と
キ
．
許
さ
れ
る
と
同
様
に
、
敵
を
殺
ナ
こ
と
を
許
さ
れ
得
る

の
で
あ
る
が
、
か
く
、
命
令
を
蓮
守
し
な
い
者
の
行
爲
（
た
と
え
そ
の
結
果
が
良
く
と
も
）
を
罰
し
、
除
伍
キ
．
離
れ
て
將
軍
の
命
令
な
く

敵
と
闘
う
こ
と
を
、
命
令
違
反
と
な
す
の
ぼ
、
か
玉
る
こ
と
が
輕
率
に
許
さ
れ
れ
ば
、
兵
士
が
そ
の
持
ち
揚
を
捨
て
て
、
放
縦
に
陥
り
、
軍

除
が
計
霊
し
な
い
戦
闘
に
入
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
軍
紀
に
お
い
て
か
玉
る
規
定
を
設
け
た
と
な
し
、
一
方
こ
れ
を
自
然
法
お



よ
ぴ
内
部
的
法
よ
り
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
正
戦
に
お
い
て
は
、
何
入
も
、
戦
争
の
正
し
い
限
界
内
に
お
い
て
、
無
事
な
當
事
者
に
と
つ
て

有
利
な
り
と
信
す
る
一
切
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
但
し
捕
獲
し
た
物
を
自
己
の
物
と
な
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
け
だ
し
彼

が
人
類
共
通
の
構
利
に
よ
つ
て
正
し
い
刑
罰
を
課
す
る
の
で
な
い
限
9
、
彼
に
當
然
與
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
何
も
存
し
な
い
か
ら
で
あ

る
、
と
な
し
、
か
玉
る
権
利
が
魑
晋
書
の
法
に
ょ
つ
て
制
限
さ
れ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
自
費
で
軍
務

に
從
壽
し
、
或
は
船
舶
を
礒
装
す
る
者
は
、
敵
に
封
し
て
い
か
な
る
ご
と
を
爲
す
こ
と
が
、
内
部
的
正
義
に
よ
つ
て
許
さ
れ
る
か
の
問
題

に
つ
い
て
（
篁
一
節
）
、
か
玉
る
も
の
は
そ
の
通
常
の
報
酬
と
し
て
、
そ
の
捕
獲
物
を
自
己
の
も
の
と
爲
す
こ
と
が
許
壷
、
」
れ
る
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
リ
タ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

は
、
内
部
的
正
義
と
愛
を
侵
さ
な
い
限
度
に
お
い
て
で
あ
つ
て
、
そ
の
限
界
は
衡
李
な
決
定
で
定
め
る
べ
ぎ
で
あ
る
、
と
な
す
。
次
に
、

公
戦
を
機
會
と
し
て
私
戦
が
生
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
惹
起
す
る
、
例
え
ば
何
人
か
が
敵
と
遭
遇
し
て
、
ぞ
の
生
命
ま
た
は
財
産
が
危
瞼

に
陥
る
よ
う
な
場
合
で
、
か
玉
る
場
合
ぱ
、
自
己
防
衛
に
つ
い
て
許
容
さ
れ
る
と
ご
ろ
を
蓮
守
す
べ
ぎ
で
あ
る
、
さ
ら
に
公
的
椹
威
ぼ
通

常
私
的
利
盆
と
結
合
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
例
え
ば
何
人
か
が
敵
か
ら
大
な
る
損
害
を
蒙
つ
て
、
敵
産
に
よ
つ
て
損
害
を
賠
償
す
る
樺
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ク
ノ
ラ
チ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
ダ
ツ
ム

を
得
る
如
き
揚
合
で
、
か
玉
る
椹
利
は
、
擦
保
設
定
の
法
則
に
よ
つ
て
決
定
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
第
五
節
）
。
最
後
に
、
委
任

な
く
し
て
敵
に
害
を
興
え
た
者
、
部
ち
、
正
戦
に
お
い
て
す
ら
、
も
し
あ
る
兵
士
或
は
そ
の
他
の
も
の
が
、
敵
の
家
屋
を
焼
き
、
田
畑
を

荒
ら
し
、
且
つ
か
玉
る
損
害
を
、
命
令
に
よ
ら
す
、
さ
ら
に
何
等
の
必
要
も
な
く
、
正
し
い
原
因
も
な
く
し
て
、
惹
起
さ
ぜ
た
と
ぎ
は
、

そ
の
者
は
損
害
賠
償
の
責
任
を
有
す
る
。
も
し
正
し
い
原
因
が
あ
る
場
合
は
、
彼
が
侵
犯
し
た
當
該
法
規
を
制
定
し
た
自
己
の
國
家
に
封

し
て
責
任
を
有
す
る
が
、
彼
が
何
等
不
正
を
行
わ
な
い
敵
に
封
し
て
は
、
こ
の
責
任
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
（
第
六
節
）
。

二
十
九
　
敵
相
互
間
の
信
義
に
つ
い
て
　
（
笙
二
雀
第
＋
九
章
〉

グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
箏
と
奉
和
の
法
」
の
研
究

コ
ニ



　
　
　
　
　
グ
・
｝
チ
ウ
ス
「
戦
争
と
耶
和
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
三

　
戦
争
に
お
い
て
い
か
な
る
こ
と
が
、
い
か
な
る
範
園
ま
で
許
さ
れ
得
る
か
に
つ
い
て
ぱ
、
一
部
は
そ
れ
自
髄
に
お
い
て
、
ま
た
一
部
は

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ミ
ア
ヤ
シ
オ

そ
れ
に
先
行
す
ろ
約
　
定
か
ら
考
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
前
の
部
分
は
す
で
に
解
決
が
出
來
た
の
で
、
残
り
の
後
の
部
分
、
部
ち
敵
相
互
間

　
フ
イ
デ
ス

の
信
義
に
關
す
る
事
柄
を
考
察
す
る
と
て
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
ま
す
、
「
敵
が
何
た
る
や
を
間
わ
す
敵
に
封
し
て
信
義
を
守
る
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ス
　
　
　
　
　
　
（
一
）

る
」
こ
と
に
つ
い
て
（
第
一
節
）
、
公
的
信
義
は
、
武
装
し
た
敵
の
間
に
お
い
て
休
戦
を
導
き
、
降
伏
し
た
國
家
の
法
を
保
存
せ
し
め
る
、

か
玉
る
約
定
が
ど
う
し
て
拘
束
す
る
力
を
も
つ
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
ぱ
理
性
と
言
語
の
結
合
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
て
、
と
の
約
定
そ
の

も
の
が
新
し
い
椹
利
を
與
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
つ
い
で
、
海
賊
お
よ
ぴ
暴
君
に
封
し
て
ぱ
信
義
を
守
る
べ
き
で
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ツ
ペ

の
見
解
を
排
除
し
（
第
二
節
）
、
恐
怖
に
よ
つ
て
約
定
が
締
結
さ
れ
た
事
實
も
、
も
し
そ
の
恐
怖
が
約
定
し
た
者
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
リ
ギ
オ

い
場
合
は
、
何
等
妨
げ
と
な
ら
な
い
こ
と
（
第
四
節
）
、
さ
ら
に
、
不
正
な
る
恐
怖
に
ょ
つ
て
蝕
儀
な
く
約
定
し
た
者
も
、
宣
誓
の
確
認
が

附
加
さ
れ
た
揚
合
は
、
か
玉
る
義
務
を
有
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
（
第
五
節
）
、
ま
た
同
様
の
こ
と
ば
、
王
或
は
他
の
主
椹
者
に
封
し

て
叛
飢
し
た
從
馬
者
の
戦
孚
に
も
適
用
し
得
る
こ
と
（
笙
ハ
節
）
、
し
か
し
彊
大
な
所
有
椹
の
下
に
お
い
て
、
從
属
者
に
爲
さ
れ
た
約
定
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

ら
ぱ
、
特
別
の
困
難
が
惹
起
す
る
こ
と
（
第
七
節
）
、
か
玉
る
約
定
は
、
國
家
の
宣
誓
に
よ
つ
て
確
認
さ
れ
得
る
こ
と
（
王
、
議
會
ま
た
は

國
家
自
騰
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
）
、
從
つ
て
宣
誓
に
よ
つ
て
は
、
國
家
も
王
も
、
拘
束
さ
れ
得
る
の
で
あ
つ
て
、
從
属
者
の
事
柄
に
關
す

る
揚
合
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
（
第
八
節
）
、
或
は
ま
た
、
か
玉
る
約
定
は
、
そ
の
封
象
た
る
（
恐
怖
を
生
ぜ
し
め
な
い
）
第
三
者
が
介
入
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

る
場
合
も
有
効
で
あ
る
こ
と
（
第
九
節
）
な
ど
を
論
す
る
。
つ
い
で
、
政
艦
攣
更
の
態
様
を
述
べ
た
後
（
第
＋
籠
）
、
萬
民
法
上
正
式
な
戦
争

に
つ
い
て
は
、
恐
怖
は
例
外
を
正
當
化
す
る
も
の
で
な
い
と
て
、
正
式
戦
争
の
間
に
行
わ
れ
た
約
定
、
或
は
職
争
を
終
了
さ
せ
る
目
的
で

行
わ
れ
た
約
定
ぼ
約
定
の
相
手
方
の
同
意
が
な
い
限
り
、
不
正
な
る
恐
怖
を
理
由
と
し
て
こ
れ
を
無
効
と
な
し
得
な
い
ほ
ど
に
有
効
で
あ

る
、
と
い
う
特
性
を
も
つ
、
も
し
か
玉
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
戦
争
に
は
限
界
も
絡
末
も
決
定
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
か



か
る
こ
と
が
爲
さ
れ
る
の
は
人
類
の
利
釜
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
て
、
こ
れ
が
敵
も
守
る
べ
き
戦
雫
の
法
で
あ
り
、
戦
雫
に
お
い
て
は
敵

も
自
然
の
権
利
の
み
な
ら
す
、
萬
民
の
合
意
よ
り
生
じ
た
椹
利
を
有
す
る
所
以
で
あ
る
と
な
す
、
但
し
か
く
い
う
た
か
ら
と
て
、
不
正
な

戦
孚
に
お
い
て
か
玉
る
約
定
を
爲
す
こ
と
は
、
事
柄
の
性
質
自
鰹
が
本
質
的
に
引
綾
き
不
正
で
あ
る
か
ら
、
有
効
で
な
い
、
か
玉
る
行
爲

の
内
部
的
不
正
義
は
、
新
し
い
且
り
眞
に
自
由
な
る
合
意
に
よ
ら
ぬ
限
り
、
こ
れ
を
取
去
り
得
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
第
＋
一
節
）
。
つ
い

で
、
正
式
戦
争
に
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
恐
怖
が
正
し
い
と
い
う
の
は
、
萬
民
法
の
否
認
し
な
い
よ
う
な
恐
怖
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

（
第
＋
二
節
）
信
義
は
不
信
な
る
者
に
封
し
て
す
ら
、
こ
れ
を
遽
守
す
べ
ぎ
こ
と
（
第
＋
三
節
）
を
論
じ
た
後
、
條
件
が
攣
化
し
た
場
合
に

つ
い
て
次
の
如
く
言
う
。
約
定
し
た
こ
と
を
行
わ
な
く
と
も
不
信
義
に
な
ら
な
い
こ
と
が
二
つ
の
方
法
に
よ
つ
て
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は

條
件
の
訣
如
と
相
殺
（
8
窮
需
島
鋒
o
）
と
で
あ
る
。
條
件
の
歓
如
は
．
（
第
＋
四
節
）
實
際
に
お
い
て
約
定
者
を
解
放
は
し
な
い
が
、
そ
の

條
件
の
下
に
約
定
が
爲
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
は
、
い
か
な
る
義
務
も
存
し
な
く
な
る
、
さ
ら
に
相
手
方
が
彼
の
側
に
お

い
て
實
行
す
べ
き
義
務
あ
る
こ
と
を
履
行
し
な
い
揚
合
に
も
同
様
で
あ
る
、
時
に
ぱ
い
す
れ
か
の
規
定
に
反
し
て
何
事
か
が
行
わ
れ
た
揚

合
も
、
他
の
部
分
は
引
績
ぎ
有
効
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
次
は
正
し
い
相
殺
が
反
封
さ
れ
た
揚
合
で
（
儒
＋

五
節
）
．
我
女
が
約
定
し
た
こ
と
は
、
も
し
そ
の
憤
値
が
、
相
手
方
の
手
許
に
あ
る
我
た
の
財
産
の
債
値
よ
り
不
當
に
大
で
な
い
場
合
こ
れ

を
履
行
し
な
く
て
も
よ
い
。
こ
の
こ
と
が
他
の
契
約
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
場
合
も
そ
う
で
あ
る
（
第
＋
六
節
）
、
即
ち
我
々
の
取
引
の
相
手

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ヤ

方
が
他
の
契
約
で
、
よ
り
以
上
の
、
或
は
同
額
⑳
債
務
を
有
し
、
且
つ
予
が
自
己
に
當
然
驕
す
る
も
の
を
、
他
の
方
法
で
ば
取
戻
し
得
な

い
場
合
も
同
様
で
あ
る
、
ま
た
約
定
の
履
行
を
講
求
す
る
當
事
者
が
、
自
己
の
側
の
契
約
を
履
行
せ
す
し
て
損
害
を
興
え
た
場
合
も
同
様

で
あ
る
し
（
第
＋
七
節
）
、
さ
ら
に
刑
罰
よ
強
生
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
第
＋
凡
簡
）
。
グ
・
ー
チ
ゥ
ス
ぱ
、
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と

が
、
戦
孚
中
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
得
る
か
に
つ
い
て
（
第
＋
九
節
）
、
職
争
の
縫
綾
中
け
、
戦
雫
獲
生
の
原
因
或
は
萬
民
の
戦

　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
戦
争
と
亭
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸
二
三



　
　
　
　
　
グ
ロ
『
チ
ウ
ス
「
職
争
と
季
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
　
　
　
　
　
　
ネ
ゴ
シ
ユ
ス

争
法
に
ょ
つ
て
通
常
行
わ
れ
る
も
の
を
相
殺
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
け
だ
し
、
か
玉
る
交
渉
の
性
質
は
　
　
そ
れ
が
無
効
と
な
ら
な
い

た
め
に
は
ー
…
戦
争
に
導
い
た
論
議
を
離
れ
て
合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
葎
．
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
冤
れ

得
な
い
よ
う
な
合
意
ば
何
等
存
し
な
い
こ
と
に
な
る
と
述
べ
、
つ
い
で
約
定
さ
れ
た
も
の
と
相
殺
し
得
る
も
の
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ

は
、
戦
争
中
締
結
さ
れ
た
他
の
契
約
に
よ
る
に
せ
よ
、
相
手
方
が
債
務
を
有
す
る
揚
合
、
休
職
中
に
彼
が
損
害
を
輿
え
、
或
は
使
節
を
侵

犯
し
、
或
は
萬
民
法
が
敵
相
互
間
に
お
い
て
も
有
罪
な
り
と
す
る
事
柄
を
行
つ
て
責
任
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
こ
と
、
相
殺
は
同
じ
當
事

者
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
第
三
者
の
い
か
な
る
椹
利
を
も
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
（
但
し
從
属
者
の
財
産
は
萬
民
法
上
、

國
家
が
有
す
る
債
務
の
た
め
拘
束
さ
れ
る
）
、
さ
ら
に
危
害
を
加
え
ら
れ
た
後
で
す
ら
條
約
を
蓮
守
す
る
こ
と
ば
寛
大
な
る
心
の
表
わ
れ

で
あ
る
こ
と
、
を
論
じ
、
最
後
に
、
敵
に
封
し
て
與
え
た
信
義
に
つ
い
て
通
常
起
る
間
題
ば
、
一
切
の
約
定
、
特
別
の
宣
誓
、
同
盟
條
約
、

要
認
條
約
の
効
力
の
み
な
ら
す
、
王
の
樺
利
義
務
な
ど
で
あ
る
、
と
て
、
以
下
そ
の
特
殊
問
題
に
つ
い
て
の
論
議
に
入
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
キ
ヱ
ク
ス

　
（
一
）
　
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
な
か
に
、
あ
る
人
民
と
あ
る
人
民
と
の
間
に
は
「
自
然
が
生
ぜ
し
め
た
同
盟
關
係
を
有
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
Q

　
（
二
）
　
邸
ち
、
國
家
に
属
し
、
且
つ
國
家
の
名
に
お
い
て
主
樺
者
に
よ
つ
て
行
使
き
れ
る
と
こ
ろ
の
立
法
樺
、
な
ら
び
に
、
從
馬
者
の
財
産
に
封
す
ろ
強

　
　
　
大
な
斯
有
灌
か
ら
、
特
別
の
困
難
が
生
ず
る
。
け
だ
し
、
こ
の
糠
利
が
從
属
者
の
す
べ
て
の
財
産
に
及
ぶ
と
す
れ
ば
、
職
雪
申
に
爲
さ
れ
た
約
定
か

　
　
　
ち
生
ず
ろ
樺
利
に
何
故
及
ぱ
な
い
か
、
も
し
か
㌧
ろ
権
利
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
か
』
る
一
切
の
合
意
は
無
効
と
な
り
、
從
つ
｝
、
勝
利
に
よ
る
の
他
職

　
　
　
璽
を
終
了
さ
せ
る
望
み
は
存
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
Q
し
か
し
反
封
に
、
無
差
別
的
に
こ
の
彊
大
な
椹
利
に
訴
え
る
と
い
う
の
で
な
く
、
た
と
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
穿

　
　
　
王
制
で
あ
つ
て
も
、
專
制
的
な
ら
ざ
る
國
家
的
機
構
に
お
い
て
は
、
共
通
的
に
有
用
な
る
限
り
に
お
い
て
、
　
こ
の
穫
利
に
訴
え
る
こ
と
を
必
要
と
す

　
　
　
る
場
合
の
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
多
く
め
場
合
、
か
箋
る
合
意
が
守
ら
れ
る
こ
と
は
共
通
の
利
谷
と
な
る
も
の
で
、

　
　
　
現
釈
維
持
に
關
す
ろ
前
述
の
理
論
が
當
は
ま
る
、
さ
ら
に
事
情
己
む
を
得
ず
か
』
る
財
薩
所
有
擢
を
必
要
と
す
ろ
と
こ
ろ
で
は
辣
償
が
與
え
ら
れ
る

　
　
　
ぺ
き
で
あ
る
、
と
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
蓮
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
國
家
椹
力
の
行
使
に
關
す
る
公
法
上
の
根
本
悶
題
と
し
｝
、
重
要
な
と
こ
ろ
と
思
う
。

　
（
三
）
　
こ
瓦
で
は
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
約
定
と
第
三
者
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
・
ー
マ
法
に
お
け
る
よ
う
な
煩
項
な
匿
別
で
論
ず
る
こ
と
を
止
め
る
と



　
　
て
、
他
人
に
つ
帆
て
配
慮
す
る
こ
と
は
、
自
然
的
に
咲
す
べ
て
の
人
々
の
利
益
に
關
係
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
に
と
ど
め
て
い
ろ
。

（
四
）
　
そ
の
比
喩
と
し
て
、
訴
訟
人
の
間
に
合
意
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
訴
訟
の
進
行
中
は
、
訴
訟
の
封
象
た
ろ
行
爲
或
は
訴
訟
か
ら
生
ず
る
損
害
と

　
費
用
と
を
、
約
定
き
れ
た
も
の
と
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
述
ぺ
て
い
る
Q

三
十
　
戦
争
を
終
了
さ
せ
る
公
的
信
義
　
（
第
三
巻
第
二
十
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ウ
ヱ
ン
チ
オ

　
グ
・
ー
チ
ゥ
ス
は
ま
す
敵
相
互
間
の
信
義
を
襲
生
の
順
序
に
從
つ
て
分
類
す
る
（
第
一
節
）
。
即
ち
敵
相
互
間
に
お
け
る
合
意
に
ぱ
、

　
　
　
フ
イ
デ
ス
（
輔
）

明
示
的
信
義
と
獣
示
的
信
義
と
が
存
す
る
。
明
示
的
信
義
は
、
公
的
か
私
的
か
で
あ
る
。
公
的
な
も
の
は
主
椹
を
有
す
る
者
、
或
は
そ

れ
以
下
の
椹
力
を
有
す
る
も
の
の
行
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
主
椹
を
有
す
る
者
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
は
、
戦
争
を
絡
了
さ
せ
る
も
分

か
、
或
は
戦
争
の
縫
綾
中
有
効
な
も
の
か
の
い
す
れ
か
で
あ
る
。
戦
雫
を
絡
了
さ
せ
る
も
の
に
は
主
な
る
も
の
と
從
な
る
も
の
と
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ク
ヂ
ず

り
、
主
な
る
も
の
と
は
、
條
約
の
如
く
、
そ
れ
自
身
の
行
爲
に
よ
つ
て
職
争
を
終
了
さ
ぜ
、
或
は
抽
籔
、
合
意
戦
闘
の
結
果
や
仲
裁
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
セ
ン
ス
ス

宮
の
剣
定
の
よ
う
に
、
他
の
あ
る
も
の
に
こ
れ
を
脇
せ
し
め
る
同
　
意
に
よ
つ
て
戦
争
を
絡
了
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
最
後
の
三

者
中
、
第
一
は
輩
純
な
偶
然
に
よ
ら
し
め
る
も
の
で
あ
少
、
後
の
二
者
は
、
身
心
の
強
さ
或
は
到
噺
能
力
と
偶
然
と
の
結
合
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
な
す
。

　
一
、
　
講
和
條
約
に
よ
る
絡
戦

　
つ
い
で
墜
方
に
お
い
て
公
的
な
戦
争
で
ぱ
、
合
意
を
締
結
す
る
こ
と
ぱ
最
高
支
配
擢
を
行
使
す
る
槽
利
を
有
す
る
者
の
行
う
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

あ
る
か
ら
、
眞
に
君
主
制
た
る
王
國
で
は
、
王
が
無
制
限
の
樺
利
を
有
す
る
限
り
、
講
和
締
結
模
は
王
に
属
す
る
こ
と
（
董
命
）
、
貴
族

國
ま
た
は
民
主
國
で
ぱ
講
和
締
結
穰
は
前
者
の
場
合
ば
公
會
、
後
者
の
揚
合
は
國
民
會
議
の
如
き
多
藪
者
に
屡
す
る
こ
と
（
第
四
節
）
を

　
　
　
　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
季
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
二
五



　
　
　
　
グ
ロ
F
チ
ウ
ス
「
職
璽
と
亭
和
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
二
六

述
べ
、
さ
ら
に
、
か
』
る
講
和
の
た
め
の
合
意
に
は
、
い
か
な
る
も
の
が
從
属
せ
し
め
ら
れ
得
る
か
、
即
ち
、
支
配
権
、
ま
た
は
そ
の
一

部
、
ま
た
は
王
國
の
財
産
は
こ
れ
を
有
効
に
譲
渡
し
得
る
か
の
間
題
に
つ
ぎ
、
大
多
歎
の
王
は
、
そ
の
王
罐
を
世
襲
的
に
で
は
な
く
、
用

釜
櫨
と
し
て
有
す
る
か
ら
、
か
玉
る
も
の
を
譲
渡
し
得
な
い
、
と
な
し
（
第
五
節
）
、
人
民
ま
た
は
そ
の
縫
承
者
は
王
の
締
結
し
た
講
和
に

ょ
づ
て
い
か
に
拘
束
さ
れ
る
か
の
問
題
を
考
察
し
た
後
（
第
六
節
）
、
王
権
以
外
に
は
そ
の
從
属
者
の
財
産
に
封
し
何
等
他
の
樺
利
を
も
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ウ
イ
リ
ス
　
コ
エ
ツ
ス

な
い
王
が
、
講
和
の
た
め
に
は
、
個
人
の
財
産
に
つ
い
て
、
払
か
な
る
こ
と
を
定
め
得
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
結
局
、
國
家
結
合
髄

　
ウ
チ
リ
タ
ス
　
プ
ノ
リ
カ

の
公
釜
の
た
め
こ
れ
を
護
渡
し
得
る
、
た
だ
し
、
こ
れ
に
封
し
て
は
損
害
賠
償
の
義
務
が
存
す
る
と
な
し
（
第
七
節
）
、
戦
争
中
す
で

に
生
じ
た
損
害
や
失
つ
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
戦
孚
の
法
が
か
玉
る
こ
と
を
許
容
す
る
と
の
理
由
か
ら
、
損
害
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
な

い
と
の
論
を
修
正
し
、
戦
争
の
法
は
相
互
に
他
の
入
民
を
封
象
と
し
、
そ
の
一
部
は
敵
と
敵
と
の
關
係
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、
國
民
と
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
キ
ウ
ス

民
と
の
閾
係
を
封
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
、
同
胞
な
る
が
故
に
、
同
胞
關
係
の
た
め
に
生
す
る
損
害
を
共
通
に
分
つ
べ
き
こ
と
は
衡
李

で
あ
る
か
ら
、
戦
雫
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
國
象
に
訴
を
提
起
し
て
な
ら
な
い
こ
と
を
國
民
法
が
定
め
得
る
こ
と
は
明
か
で
あ

る
と
な
し
て
い
る
（
第
八
節
）
。
こ
玉
で
公
釜
と
い
う
場
合
、
．
こ
れ
は
王
と
從
厨
者
、
國
家
と
個
人
の
關
係
で
あ
る
か
ら
、
王
と
契
約
を
結

ぶ
外
國
人
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
公
釜
と
い
う
こ
と
は
軍
に
王
の
人
格
と
奪
嚴
に
よ
る
推
定
の
た
め
の
み
な
ら
す
、
從
属
者
の
財
産

が
王
の
行
爲
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
許
容
す
る
と
ζ
ろ
の
萬
民
法
に
よ
つ
て
も
、
王
の
行
爲
だ
け
で
充
分
で
み
る
と
述
べ
る
（
第

＋
節
）
。

　
次
に
、
講
和
條
約
の
解
繹
の
一
般
的
規
則
を
提
示
す
る
（
第
＋
一
節
）
。
部
ち
と
れ
に
つ
い
て
は
條
件
が
有
利
な
ら
ば
有
利
な
ほ
ど
廣

く
、
不
利
な
ち
ば
不
利
な
ほ
ど
狡
く
受
取
る
べ
き
で
あ
る
と
の
原
則
を
蓮
守
す
べ
き
で
、
も
し
自
然
法
だ
け
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
各
人

は
自
己
に
属
す
る
も
の
を
取
得
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
最
も
有
利
な
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
從
つ
て
不
明
瞭
な
條
項
の
解
繹
は
、
正



し
く
武
器
を
取
つ
た
者
ぱ
武
器
を
取
為
に
至
ら
し
め
た
も
の
を
取
得
し
、
且
つ
損
害
と
費
用
を
も
回
復
す
べ
を
、
で
あ
る
が
、
何
人
も
い
か

な
る
も
の
を
も
、
刑
罰
の
ロ
實
で
取
る
べ
き
で
な
い
、
げ
だ
し
こ
れ
は
嫌
忌
す
べ
き
こ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
の
原
則
に
蓮
う
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
瀕
ユ
リ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ス
ヂ
チ
ァ

で
あ
る
。
し
か
し
通
常
、
危
害
の
自
認
に
よ
つ
て
講
和
に
到
蓬
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
、
合
意
で
ぱ
、
戦
雫
の
正
當
性
に
つ
い

て
ぼ
出
來
る
限
り
爾
當
事
者
を
同
等
な
ら
し
め
る
解
繹
を
と
る
べ
き
で
あ
る
、
こ
れ
は
通
常
次
の
よ
う
な
二
つ
の
方
法
で
仔
わ
れ
る
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

一
ぱ
、
戦
争
に
よ
つ
て
そ
の
保
有
を
妨
げ
ら
れ
た
物
は
、
　
「
以
前
の
椹
利
」
と
い
う
方
式
に
從
つ
て
、
こ
れ
を
庭
理
す
る
こ
と
で
あ
り
、

　
　
　
　
レ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

第
二
は
、
物
を
引
績
き
そ
の
存
す
る
場
所
に
を
く
と
い
う
方
式
に
從
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
．
し
て
次
に
、
疑
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ペ

の
後
者
が
優
位
す
る
、
師
ち
現
状
維
持
の
合
意
が
存
す
る
と
推
定
せ
ら
れ
る
こ
と
（
笥
士
鰯
）
、
戦
雫
に
よ
つ
て
妨
げ
ら
れ
た
占
有
を
回

チ
ツ
オ

復
せ
し
め
る
合
意
に
つ
い
て
は
、
戦
雫
以
前
に
存
し
て
い
た
最
後
の
占
有
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
戦
夢
前
の
歌
態
に
回
復
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
イ
ス
　
　
　
メ
ツ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
ス

し
め
る
べ
き
こ
と
（
第
士
｝
面
）
、
か
玉
る
揚
合
、
回
復
は
、
暴
力
、
恐
怖
或
は
敵
に
封
し
て
の
み
許
さ
れ
得
る
奇
計
に
よ
う
て
行
わ
れ
た

こ
と
の
み
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
権
利
を
有
す
る
あ
る
入
民
が
、
自
嚢
的
に
他
の
交
戦
者
に
服
從
す
る
場
合
は
、
回
復
は

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
（
第
＋
四
節
）
、
疑
あ
る
揚
合
は
、
戦
争
よ
9
生
じ
た
損
害
ぱ
赦
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
何
等
賠
償
責
任
が
な
い
と
い

う
よ
う
に
取
極
め
ら
れ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
秦
＋
五
筋
）
、
こ
の
こ
と
ぱ
戦
雫
開
始
前
に
私
入
に
封
し
て
有
し
た
債
務
に
は
適

用
さ
れ
す
、
こ
れ
が
解
清
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
ぎ
で
な
い
こ
と
（
第
＋
六
節
）
、
疑
あ
る
場
合
は
、
戦
孚
前
に
お
い
て
公
的
に
ぱ
當
然
な
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

罰
も
ま
た
赦
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
第
＋
七
簡
）
、
戦
争
前
に
お
い
て
公
的
に
主
張
さ
れ
た
が
、
紛
雫
中
で
あ
つ
た
椹
利
は
、
撒
回

さ
れ
た
と
考
気
ら
れ
る
こ
と
（
第
＋
九
笹
な
ど
を
論
述
す
る
。

　
次
に
講
和
締
結
後
、
捕
獲
さ
れ
た
物
ぱ
、
戦
争
の
樺
利
が
す
で
に
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

と
（
第
二
＋
笛
）
、
戦
孚
中
捕
獲
さ
れ
た
物
の
返
還
に
關
す
る
合
意
に
お
け
る
解
繹
の
原
則
（
第
二
＋
吋
節
〉
、
講
和
條
約
に
よ
つ
て
物
が
與

　
　
　
　
　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
「
職
璽
と
亭
和
の
法
」
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
一
七



　
　
　
　
グ
ロ
窟
チ
ウ
ス
コ
載
雫
と
準
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八

え
ら
れ
た
者
に
ば
、
そ
れ
が
與
え
ら
れ
た
時
よ
り
、
そ
の
果
實
を
も
與
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
遡
及
し
な
い
こ
と
（
第
二
士
砺
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ク
ツ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
リ
ク
ス

薔
條
約
の
援
用
の
時
は
、
常
に
古
い
合
意
に
明
示
さ
れ
た
特
質
或
ぱ
條
件
が
繰
返
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
こ
と
（
第
二
＋
四
節
）
、
短
期
間

の
遅
滞
に
關
す
る
口
實
も
、
豫
見
せ
ざ
り
し
必
要
に
よ
つ
て
妨
げ
ら
れ
た
の
で
な
い
限
り
、
許
さ
ぬ
こ
と
（
第
二
＋
五
節
）
、
疑
あ
る
場
合

は
、
規
定
を
作
成
し
た
當
事
者
の
講
和
條
件
の
提
示
者
の
利
盆
に
反
す
る
解
繹
を
採
る
べ
き
こ
と
ハ
笙
手
六
節
）
を
論
す
る
。
つ
い
で
講

和
條
約
は
、
次
の
三
つ
の
方
法
で
破
棄
さ
れ
る
と
な
す
（
第
二
＋
七
節
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
（
一
）
　
各
講
和
條
約
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
反
す
る
行
爲
に
よ
る
破
棄
（
第
二
＋
八
篤
）

　
こ
れ
は
何
等
新
し
い
原
因
が
存
在
し
な
い
時
に
武
力
を
行
使
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
い
か
な
る
も
の
に
よ
つ
て
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

た
い
か
な
る
も
の
に
封
し
て
加
え
ら
れ
た
武
力
が
講
和
條
約
を
破
棄
せ
し
め
る
か
に
つ
い
て
、
ヘ
イ
）
同
盟
者
が
攻
撃
し
た
場
合
、
　
（
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
宅
　
　
　
　
　
　
　
（
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
｝

從
属
者
が
攻
撃
し
た
場
合
、
（
ハ
）
從
属
者
が
他
人
の
軍
務
に
服
し
た
揚
合
、
（
ご
從
属
者
に
封
し
て
害
が
加
え
ら
れ
た
揚
合
、
同
盟
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
一
）

に
封
し
て
害
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
つ
き
考
察
す
る
（
笙
子
九
節
乃
至
第
三
＋
三
節
）
。

　
（
二
）
講
和
條
約
中
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
反
す
る
行
爲
に
よ
る
破
棄
（
第
三
＋
四
笹

　
か
玉
る
行
爲
の
な
か
に
は
、
爲
す
べ
き
こ
と
を
爲
さ
ざ
る
こ
と
、
お
よ
び
爲
す
べ
き
時
に
爲
さ
ざ
る
こ
と
も
含
ま
れ
ろ
、
。
こ
、
で
グ
ロ
・

ー
チ
ゥ
ス
は
、
講
和
條
約
の
各
條
項
の
間
に
そ
の
重
要
性
の
大
小
に
よ
る
差
別
を
設
け
な
い
、
但
し
、
過
失
が
輕
け
れ
ば
輕
い
ほ
ど
容
易

に
容
赦
す
る
の
が
キ
リ
ス
ト
敏
の
善
矯
、
あ
る
と
な
し
、
さ
ら
に
講
和
條
約
に
一
暦
確
實
な
保
讃
を
與
え
る
た
め
に
、
あ
ま
り
重
要
で
な
い

條
項
に
封
し
て
は
、
た
と
え
何
等
か
こ
れ
ら
の
條
項
に
反
す
る
こ
と
が
爲
さ
れ
て
も
講
和
條
約
を
破
棄
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
附
加
し

て
い
る
（
第
三
＋
五
筋
）
。
ま
た
、
あ
る
必
要
が
約
定
者
の
約
定
不
履
行
の
原
因
と
な
る
場
合
も
（
例
え
ば
當
該
財
産
の
浩
失
、
當
該
行
爲

の
不
能
）
、
破
棄
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ハ
第
三
＋
七
節
）
、
信
義
が
破
ら
れ
た
後
で
も
、
被
害
者
が
欲
す
る
と
き
は
講
和
條
約
は
耀
績



す
る
（
こ
れ
は
被
害
者
の
自
由
で
あ
る
）
と
な
し
て
悟
る
。

　
（
三
）
講
和
條
約
の
特
性
に
驕
す
る
こ
と
に
反
ナ
る
行
爲
に
よ
る
破
棄
く
第
三
＋
九
箪

　
か
く
て
・
藤
講
だ
反
す
る
も
の
は
・
友
誼
の
法
（
器
旨
置
器
一
謂
Φ
）
の
下
に
結
ば
れ
た
講
和
條
約
を
破
棄
す
る
奮
四
＋
節
）
。
こ
玉
で

グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
武
力
に
よ
ら
ざ
る
危
害
と
侮
辱
か
ら
生
す
る
こ
と
も
關
係
が
あ
る
と
て
、
か
玉
る
嫌
忌
す
べ
き
行
爲
を
出
來
る
限
り
取

去
る
べ
き
で
あ
る
と
な
す
。
ま
た
、
新
し
い
原
因
が
何
等
先
在
し
な
い
揚
合
に
影
け
る
淺
忍
な
脅
迫
も
友
誼
に
反
す
る
と
て
、
防
備
の
た
め

で
な
く
、
加
害
の
目
的
で
、
國
境
に
要
塞
を
築
造
す
る
場
合
、
お
よ
び
異
常
に
軍
除
を
募
集
し
、
こ
れ
ら
の
徴
募
が
講
和
條
約
の
相
手
方

の
夢
を
豊
象
と
す
る
こ
と
が
明
か
に
示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
關
係
が
あ
る
と
蓮
べ
て
い
る
。
ま
た
一
方
の
支
蜆
樺
の
下
に
あ
る
個
人
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
う
イ
ン
テ

從
属
者
や
追
放
者
が
他
の
支
配
樺
の
下
に
移
ろ
う
と
欲
す
る
揚
合
、
こ
れ
を
受
入
れ
る
こ
と
は
友
誼
に
反
し
な
い
が
、
國
家
の
不
可
分
的

離
鑓
を
な
す
諸
都
市
ま
た
は
灯
氣
藍
騰
潔
受
入
れ
る
こ
と
、
追
放
者
で
は
な
い
逃
亡
者
を
受
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
す
る
。

　
二
、
他
の
方
法
に
よ
る
絡
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
デ
イ
ク
ツ
ベ
　
ケ
ル
タ
ォ
ン

　
講
和
條
約
以
外
の
方
法
に
よ
る
戦
雫
の
絡
了
と
し
て
の
抽
籔
、
合
意
に
よ
り
特
定
の
数
の
人
々
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
合
意
戦
闘
は
、

全
く
過
去
の
も
の
で
、
現
在
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
か
ら
省
略
す
る
が
、
残
る
と
こ
ろ
は
仲
裁
裁
剣
（
鍔
び
誉
ご
臼
）
に
ょ
る
絡
了
で
あ
る

　（第囚…

十
山
ハ
椴
即
『
）
。

　
グ
粒
！
チ
ゥ
ス
は
ま
す
プ
・
ク
ル
ス
が
提
示
し
た
二
種
の
仲
裁
裁
判
、
即
ち
第
一
は
、
そ
の
衡
耶
な
る
と
否
と
を
問
わ
ナ
蓮
守
す
べ
き

も
の
で
、
當
事
者
が
仲
裁
協
定
（
。
窪
も
8
匿
諒
ご
）
に
よ
つ
て
仲
裁
者
に
訴
え
為
も
の
、
第
二
は
、
善
人
（
ぎ
b
塁
く
ε
の
仲
裁
に
か

け
る
も
の
を
紹
介
し
、
こ
の
第
一
の
も
の
が
、
こ
玉
に
論
す
べ
き
種
類
に
入
る
と
な
す
。
そ
し
て
か
玉
る
仲
裁
に
は
上
訴
な
き
も
の
と
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ム
ム
ス
リ
ユ
デ
イ
ケ
ム

解
さ
れ
る
と
て
、
「
各
人
は
そ
の
選
び
た
る
も
の
を
自
已
の
事
件
の
最
高
裁
剣
官
と
な
す
」
と
い
う
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
つ

　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
争
と
亭
和
の

法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
一
九



　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
戦
箏
と
．
季
和
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
り

い
で
仲
裁
者
の
職
務
に
關
す
る
考
察
に
入
り
、
仲
裁
者
が
裁
判
官
の
代
わ
り
に
選
ば
れ
た
も
の
か
、
或
は
よ
り
一
暦
廣
汎
な
権
力
を
與
え

ら
れ
て
選
ぱ
れ
た
も
の
か
に
つ
い
て
疑
わ
し
い
場
合
は
、
仲
裁
者
は
法
に
從
つ
て
到
定
す
る
義
務
が
あ
る
と
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
も
「
法
に
訴
え
る
よ
り
も
仲
裁
者
に
訴
え
る
こ
と
が
正
當
で
あ
9
、
衡
李
に
し
て
親
切
な
人
の
行
う
と
こ
ろ
で
あ
る
」
・
、
）

て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
仲
裁
者
ぼ
衡
季
に
從
い
、
裁
判
官
ぱ
法
に
從
う
、
從
つ
て
仲
裁
者
は
衡
季
を
普
ね
か
ら
し
め
る
た
め
に
こ
そ
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
エ
ク
イ
ク
ス

在
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
衡
　
李
は
法
規
の
一
般
的
意
義
を
、
立
法
者
の
意
圏
に
從
っ
て
、
甚
だ
嚴
格
に
解
繹
す
る
，
ご
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
が
ラ

の
正
義
の
部
分
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
（
こ
れ
ば
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
る
）
、
む
し
ろ
本
來
正
義
と
稻
せ
ら
れ
る
も
の
の
規
格
の
外

に
叙
い
て
す
ら
、
行
わ
れ
な
い
よ
り
も
行
わ
れ
る
方
が
正
し
い
と
こ
ろ
の
す
べ
て
の
も
の
を
意
味
す
る
、
し
か
し
疑
あ
る
場
合
は
、
か
く

大
な
る
灌
力
が
與
え
ら
れ
た
と
理
解
す
べ
き
で
な
い
、
け
だ
し
疑
あ
る
場
合
ば
、
最
狭
義
の
解
繹
に
從
う
か
ら
で
、
こ
れ
ば
特
に
主
櫨
を

有
す
る
も
の
の
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
彼
等
は
共
通
の
裁
到
官
を
有
し
な
い
か
ら
、
裁
到
官
の
職
務
を
通
常
制
限
す
る
規

則
に
從
つ
て
伸
裁
者
を
制
約
す
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
い
で
グ
・
ー
チ
ゥ
ス
は
入
民
或
は
主
僅
者
が
選
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ゴ
シ
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
セ
ス
シ
オ

仲
裁
者
は
、
主
た
る
取
極
に
つ
い
て
到
決
を
下
し
、
占
有
關
係
に
つ
い
て
剣
決
す
べ
き
で
な
い
こ
と
、
を
論
じ
て
い
る
（
第
四
＋
八
節
）
。

　
次
に
降
伏
の
問
題
に
ぼ
い
る
。
こ
玉
で
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
純
粋
の
降
伏
の
効
力
に
つ
い
て
（
第
四
＋
九
節
）
、
あ
る
も
の
が
自
己
に
關
す

　
ア
ル
ピ
ト
リ
ウ
ム

る
審
　
到
を
敵
に
委
ね
る
時
の
仲
裁
者
の
受
諾
、
降
伏
す
る
者
を
し
て
從
厩
者
た
ら
し
め
、
相
手
方
に
主
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
純
粋
の

降
伏
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
・
こ
玉
で
も
ま
た
、
戦
敗
者
が
負
う
べ
き
も
の
、
職
勝
者
が
正
當
に
爲
し
得
る
も
の
、
職
勝
者
が
す
べ
て
の

義
務
を
履
行
し
て
は
じ
め
て
正
當
に
爲
し
得
る
も
の
、
最
後
に
戦
勝
者
に
と
つ
て
最
も
鷹
わ
し
き
も
の
を
匠
別
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、

と
て
、
こ
の
場
合
、
戦
敗
者
ぱ
、
降
伏
後
は
も
は
や
い
か
な
る
苦
し
み
を
も
受
け
る
べ
き
で
な
い
。
事
實
戦
敗
者
は
、
す
で
に
從
属
者
と

な
つ
て
を
り
、
我
々
が
外
部
的
戦
孚
の
法
を
考
慮
す
る
な
ら
ぼ
、
彼
等
は
そ
の
生
命
、
身
柄
の
自
由
す
ら
、
い
わ
ん
や
公
的
の
み
な
ら
す



個
入
の
財
産
を
も
そ
の
一
切
慶
取
去
ら
れ
る
得
る
地
位
に
あ
る
と
述
べ
、
次
に
ヤ
降
伏
者
に
翼
す
る
戦
勝
者
の
義
務
と
し
て
（
第
五
＋
節
）
糊

戦
勝
唐
が
不
正
な
ζ
と
を
一
切
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
當
入
に
そ
の
行
爲
が
當
然
な
場
合
を
除
い
て
は
、
何
人
を

も
殺
し
て
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
、
正
し
い
罰
と
し
て
で
な
い
限
り
、
何
人
か
ら
も
、
い
か
獅
る
も
の
を
も
取
上
な
い
こ
と
を
轟
む
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
グ
ノ
ベ
ケ
オ

リ
、
か
玉
る
限
界
内
で
も
、
自
己
の
安
全
が
許
す
限
り
、
慈
悲
と
寛
大
を
重
ん
す
べ
ぎ
こ
と
を
、
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
戦
争
は
容
　
赦

（
に
蓉
器
8
）
に
よ
つ
て
経
る
時
に
は
常
に
適
切
に
終
了
す
る
と
て
、
信
義
と
慈
悲
に
自
ら
を
委
ね
て
降
伏
す
る
と
い
う
場
合
の
信
義
は
、

戦
敗
者
が
自
ら
を
委
ね
た
職
勝
者
の
誠
實
（
一
）
こ
ま
鋲
）
以
外
の
何
も
の
を
も
意
味
し
な
い
と
、
い
つ
て
い
る
が
、
最
後
に
、
降
伏
す
る

も
の
が
相
手
方
の
智
慧
、
温
和
、
或
は
慈
愛
の
》
す
れ
に
委
ね
る
と
い
つ
て
も
、
こ
れ
は
す
べ
て
讃
い
で
あ
つ
て
、
勝
利
者
は
審
判
者
と

な
る
事
實
は
攣
ら
ぬ
、
と
附
加
し
て
い
る
。
次
に
、
條
件
附
の
降
伏
が
あ
る
之
と
（
第
五
＋
一
簾
）
、
こ
れ
ら
は
、
或
ぱ
個
人
の
生
命
、
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ニ
ウ
ポ
ル
シ
ク
ア

艦
の
自
由
、
ま
た
ぱ
若
干
の
財
産
を
す
ち
保
留
し
得
る
と
い
う
個
人
の
利
釜
を
護
る
も
の
か
、
或
は
人
民
の
全
　
騰
の
利
釜
を
計
る
も

の
も
あ
り
、

一
種
の
混
合
的
支
配
椹
（
輔
巻
三
章
＋
七
節
）
を
ナ
ら
導
入
せ
し
め
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
最
後
に
入
質
の
問
題
に
入
る
が
、
こ
れ
ま
た
現
在
役
立
た
ぬ
間
題
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
。
こ
玉
で
は
推
保
や
買
戻
権
な
ど
の
民
事
上

の
問
題
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
一
）
　
英
課
で
は
こ
れ
を
辱
き
騨
寵
①
と
し
て
い
る
。

　
（
二
）
　
次
に
王
が
未
成
年
者
、
精
憩
異
常
者
、
捕
虜
な
る
場
合
、
或
は
逃
亡
し
た
場
合
を
想
定
し
、
こ
れ
ら
は
、
人
民
の
憾
意
か
ら
そ
の
全
機
が
由
來
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ぎ
ラ

　
　
　
る
限
η
、
講
和
桑
、
締
結
禺
來
な
い
が
ら
、
か
義
る
場
合
は
3
支
配
樺
の
全
骸
で
な
く
、
そ
の
行
侠
と
い
わ
げ
監
督
が
、
人
艮
或
は
人
民
が
特
に
委
任

　
　
　
し
た
者
に
馬
す
る
、
と
な
す
（
第
三
節
）
・

　
（
三
）
　
霧
ぴ
§
桓
巳
魯
冒
鼠
砂
簿
暮
β
三
　
英
灘
は
ω
酔
響
額
舜
δ
讐
旨
①
ぎ
一
ざ
旨
（
職
争
前
の
欺
憲
）
と
補
足
し
て
い
る
。

　
（
四
）
　
目
窃
目
舞
露
旨
ρ
き
答
9
ご
8
　
英
諜
は
鐸
江
を
望
鑓
o
蔦
ω
と
補
足
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
グ
ロ
了
チ
ウ
ス
「
職
璽
と
亭
和
の
法
」
の
研
甕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
＝



グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
一
牛
利
の
法
」
の
…
研
究

；
三

（
五
）
　
単
和
は
古
い
職
雫
原
因
が
引
績
き
残
つ
て
い
る
の
で
は
完
全
な
亭
和
で
は
な
い
と
ゐ
虞
れ
か
ら
、
（
國
家
叉
は
王
に
よ
つ
て
）
こ
の
権
利
が
拠
棄
さ

　
　
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
べ
．
き
で
あ
る
、
と
て
「
講
和
で
は
以
前
の
罪
を
追
求
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
な
ど
を
引
い
て
い
る
Q

　
　
つ
い
で
、
第
十
八
節
で
は
、
刑
罰
に
封
す
る
私
人
の
穰
利
が
勉
棄
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
論
ず
る
Q

（
六
）
相
互
的
な
も
の
は
一
方
的
な
も
の
よ
η
廣
義
に
、
人
に
關
す
る
も
の
は
物
に
關
す
る
よ
η
も
、
土
地
に
關
す
る
も
の
は
動
産
に
關
す
る
も
の
よ
並

　
　
も
、
公
物
に
關
す
る
も
の
は
私
物
に
關
す
る
よ
り
も
有
利
に
解
繹
す
べ
き
で
あ
り
、
私
物
に
つ
い
て
も
、
轡
利
の
名
目
（
窪
霞
暮
貯
霧
鼻
巳
拐
）
で

　
　
保
有
き
れ
た
物
の
返
還
を
命
ず
る
も
の
は
、
有
償
の
名
目
（
自
霞
畠
聲
徽
葺
三
霧
）
で
保
有
さ
れ
た
物
に
關
す
る
規
定
よ
夢
有
利
に
解
羅
す
べ
き
で

　
　
あ
る
、
と
な
す
Q

（
七
）
　
佛
課
は
「
條
約
の
本
質
的
條
件
」
と
な
し
て
い
る
。

（
八
）
　
他
人
の
援
助
な
し
に
暴
力
を
行
使
し
た
も
の
が
講
和
條
約
破
棄
に
封
し
て
貴
任
を
負
う
べ
き
で
あ
つ
て
、
職
雫
を
行
う
椹
利
は
、
　
か
』
る
も
の
に

　
　
向
つ
て
行
使
す
べ
き
で
、
他
の
も
の
に
向
つ
て
行
使
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
な
す
。

（
九
）
　
從
廃
者
が
公
の
授
灌
な
く
、
武
力
を
行
使
す
る
場
合
、
私
人
の
行
爲
が
公
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
言
い
得
る
に
は
、
　
認
識
、
　
刑
罰
椎
お
よ
び
慨

　
　
怠
の
三
要
件
が
必
要
と
さ
れ
る
Q
認
識
（
8
6
暮
ご
）
ぱ
明
瞭
な
る
事
實
、
ま
た
は
告
知
（
3
昌
＝
旨
鼠
試
o
）
に
よ
つ
て
誰
明
さ
れ
る
。
刑
罰
権
（
℃
亭

　
　
江
曾
一
象
℃
o
ε
巨
β
）
は
そ
の
歓
如
が
明
か
で
な
い
限
り
推
定
き
れ
る
。
塀
怠
（
器
胆
Φ
9
拐
）
は
各
國
家
に
お
い
て
犯
罪
虎
罰
の
た
め
通
常
冗
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
レ
ク
ソ
ム

　
　
れ
る
期
間
の
纒
過
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
Q
か
～
る
塀
怠
は
法
　
令
と
同
等
の
効
力
を
准
す
ろ
。

（
一
〇
）
　
從
属
者
が
自
ら
の
た
め
に
武
暴
を
執
る
こ
と
な
く
、
職
翁
を
行
う
他
の
も
の
の
下
に
お
い
て
軍
務
に
服
す
る
こ
と
は
、
別
段
の
見
解
が
正
當
た

　
　
根
振
で
採
ら
れ
た
こ
と
が
明
か
と
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
な
す
。

（
二
）
新
し
い
原
因
が
な
い
の
忙
拘
ら
ず
、
國
家
の
全
髄
に
封
し
て
の
参
な
ら
ず
、
そ
の
從
驕
者
に
封
し
て
も
武
力
が
行
使
さ
れ
た
場
合
は
、
講
和
條

　
　
約
は
破
棄
き
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、
け
だ
し
、
こ
れ
は
全
從
騰
者
が
安
全
で
あ
る
た
め
に
、
　
ま
た
國
家
の
杢
髄
お
よ
び
部
分
の
た
め
に
も
締

　
　
結
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
な
す
Q
但
し
、
從
島
者
が
海
賊
の
よ
う
に
、
織
綾
的
に
悪
行
本
、
行
う
揚
合
は
別
で
あ
る
。

（
二
一
）
　
こ
の
揚
合
も
講
和
條
約
は
破
棄
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
⑳
は
、
講
和
條
約
中
に
含
ま
れ
て
い
る
同
盟
渚
に
封
し
て
の
み
で
あ
覇
。



三
十
四
　
戦
争
中
の
信
義
　
（
第
三
巻
第
二
＋
噸
章
）

　
グ
・
ー
チ
ゥ
ス
ぼ
載
争
中
の
信
義
と
し
て
、
職
雫
中
で
す
ら
、
主
樺
者
は
休
戦
、
護
照
擢
、
捕
虜
の
取
戻
の
よ
う
な
「
戦
欝
に
關
す
る

交
際
」
乃
至
ホ
ー
マ
ー
の
い
う
「
嚴
粛
な
合
意
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
、
と
胃
頭
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
休
戦
の
定
義
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ウ
ラ
穿
（
輔
）

う
（
第
叫
節
）
。
休
戦
（
一
且
暮
ε
ぱ
戦
争
の
纈
績
中
（
誇
ぎ
彰
置
露
旦
一
時
戦
争
行
爲
を
差
控
え
る
と
こ
ろ
の
協
　
定
で
あ
る
と
。

グ
・
ー
チ
ゥ
ス
は
、
こ
の
定
義
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
非
常
に
多
く
の
古
典
、
古
事
を
参
照
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
語
原
を
確
め
て
い
る

　
　
（
剛
）

（
第
二
節
）
。
そ
し
て
、
休
戦
が
戦
雫
中
の
休
息
で
、
卒
和
で
な
い
こ
と
を
繰
返
し
彊
調
し
た
後
、
こ
の
理
由
か
ら
、
休
戦
後
の
新
し
い

蜀
デ
．
繋
必
要
で
な
い
こ
と
蓬
べ
（
笙
亜
休
鶏
騒
計
籔
（
第
鐸
（
翻
の
算
定
姦
曽
れ
奮
ば
そ
の
算
定
の
集
に

含
め
な
い
）
休
戦
の
拘
束
力
開
始
の
時
（
第
五
箪
（
契
約
と
同
様
な
り
と
す
る
）
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
休
戦
中
い
か
な
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
か
に
つ
き
（
第
六
節
）
、
人
に
封
す
る
と
物
に
封
す
る
と
を
問
わ
す
、
戦
争
行
爲
が
一
切
許
さ
れ
な
い
こ
と
ぱ
當
然
で
あ
る
こ
と
、
危

瞼
な
き
こ
と
を
示
す
装
具
を
つ
け
て
交
通
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
、
休
戦
中
軍
除
を
さ
ら
に
奥
地
に
退
却
せ
し
め
る
こ
と
は
許
さ
れ

る
が
、
城
壁
の
修
理
、
軍
除
の
徴
募
そ
の
他
こ
れ
と
類
似
の
こ
と
ば
、
特
別
の
合
意
な
き
限
り
許
さ
れ
な
い
こ
と
（
第
七
節
）
、
休
戦
中
の

土
地
の
占
領
は
休
戦
違
反
で
あ
る
こ
と
♪
但
し
、
眞
に
拗
棄
さ
れ
た
場
合
は
、
占
領
し
得
る
こ
と
　
　
　
　
、
、
を
論
述
す
る
。
っ
い
で
、

不
可
抗
力
に
よ
つ
て
抑
留
さ
れ
た
者
、
部
ち
、
不
可
抗
力
に
よ
つ
て
蹄
還
を
妨
げ
ら
れ
て
、
休
戦
期
聞
経
過
後
敵
の
領
土
内
で
捕
え
ら
れ

た
者
ぱ
婦
還
す
る
椹
利
が
あ
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
ぱ
、
外
部
的
萬
民
法
か
ら
も
、
ま
た
内
部
的
正
義
か
ら
も
、
李
時
に
敵
地
に
來
た
つ

て
、
職
争
の
勃
嚢
に
ょ
つ
て
不
運
に
も
敵
地
で
捕
わ
れ
た
も
の
と
同
じ
地
位
に
あ
る
か
ら
、
講
和
締
結
の
時
ま
で
捕
虜
と
し
て
留
ま
る
べ
『

ぎ
で
あ
る
、
と
な
し
（
第
九
節
）
、
休
戦
中
の
特
別
合
意
に
つ
き
、
例
え
ぱ
專
ら
死
鰹
埋
葬
の
た
め
休
職
が
爲
さ
れ
た
場
合
は
、
何
事
を
も

　
　
　
　
グ
・
ヌ
チ
ウ
ス
「
職
箏
と
耶
魂
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
一
三



　
　
　
　
グ
ロ
｝
チ
ウ
ス
「
職
一
璽
と
亭
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噌
ヨ
四

攣
更
す
べ
ぎ
で
な
い
如
く
、
合
意
の
範
園
を
逸
脆
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
（
第
＋
節
）
、
休
戦
の
合
意
事
項
が
一
方
に
よ
つ
て
侵
犯

さ
れ
た
時
嫁
、
他
方
は
戦
雫
を
開
始
し
得
る
こ
と
（
第
＋
“
節
）
、
か
玉
る
侵
犯
に
封
し
て
、
合
意
さ
れ
た
罰
が
要
求
さ
れ
、
且
つ
違
反
行

爲
を
し
た
も
の
が
罰
を
受
け
た
な
ら
ば
、
戦
雫
を
行
う
権
利
は
最
早
存
し
な
い
こ
と
（
第
±
毎
＼
私
人
の
行
爲
は
命
令
ま
た
は
承
認
の

よ
う
な
公
的
行
爲
が
附
加
さ
れ
な
い
限
り
、
休
戦
を
破
棄
し
な
い
こ
と
（
第
＋
三
節
）
を
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
休
戦
期
間
外
に
お
げ
る
護
照
椹
（
一
諾
8
巨
語
き
臼
塁
）
に
移
り
、
こ
れ
は
一
種
の
特
穂
で
あ
る
と
現
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
な
し

（
第
＋
四
節
）
、
こ
れ
に
關
聯
し
て
職
闘
員
の
名
、
稽
の
下
に
ぱ
、
中
級
な
ら
び
に
最
高
の
將
軍
に
ま
で
鑛
．
張
さ
れ
、
艦
除
の
水
兵
も
、
す
べ

て
軍
事
的
宣
誓
を
行
つ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
と
な
し
（
第
＋
五
筋
）
、
往
く
、
來
る
、
蹄
る
な
ど
こ
れ
に
關
係
あ
る
言
葉
の
意
味
を
述
べ
（
第

＋
六
節
）
、
こ
の
護
照
権
の
人
へ
の
擾
張
、
手
荷
物
へ
の
鑛
張
（
第
＋
七
、
＋
八
節
）
、
随
行
者
、
國
籍
の
意
味
（
第
＋
九
節
）
、
に
つ
い
て
論
じ

た
後
、
護
照
構
は
僅
力
よ
り
由
來
す
る
と
は
い
え
、
許
輿
者
の
死
亡
に
よ
つ
て
取
浩
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
牽
二
＋
節
）
、
許
與
者
の

領
土
外
で
も
安
全
は
當
然
保
障
さ
れ
る
べ
き
こ
と
（
第
二
十
二
節
）
な
ど
を
論
す
る
。

　
次
は
捕
虜
の
償
膿
づ
包
書
野
）
、
部
ち
、
捕
虜
が
一
定
の
代
憤
を
支
梯
つ
て
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
古
い
時
代
の

慣
行
で
あ
る
か
ら
、
こ
玉
で
は
省
略
す
る
。

　
（
一
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
こ
」
で
、
「
職
璽
の
縫
絵
中
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
、
職
雪
と
事
和
ゐ
問
に
は
中
問
が
存
し
な
い
こ
と
、
織
雫
は
釈
態
の
名
穂

　
　
　
で
、
か
㌧
る
朕
態
は
作
職
が
途
行
さ
れ
な
い
時
に
す
ら
存
在
し
得
る
こ
と
を
そ
の
理
由
に
學
げ
で
い
る
。

　
（
二
）
　
ぎ
9
ま
貯
は
「
叫
定
の
時
よ
り
」
（
首
山
o
）
　
「
休
息
」
（
含
ご
彰
）
が
存
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
由
來
す
る
と
な
す
。

三
十
二
　
戦
争
に
壽
け
る
下
位
権
力
者
の
信
義
に
っ
い
て
　
（
第
三
雀
第
二
十
二
章
》



　
次
は
公
的
合
意
の
な
か
の
、
戦
撃
指
揮
者
が
そ
の
相
互
間
に
或
は
他
の
も
の
に
封
し
て
爲
す
合
意
で
あ
つ
て
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
ま
す

指
揮
者
の
種
類
を
考
察
し
た
後
（
第
一
節
）
、
か
玉
合
意
が
い
か
ほ
ど
主
椹
者
を
拘
東
す
る
か
に
つ
い
て
、
我
セ
が
意
思
の
途
行
者
と
し
て

選
ん
だ
も
の
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
る
と
の
原
則
が
こ
玉
で
も
適
用
さ
れ
る
と
て
、
次
の
二
つ
の
方
法
に
よ
つ
て
、
下
位
権
力
者
は
最
高
権

力
者
を
自
己
の
行
爲
に
よ
つ
て
拘
束
し
得
る
、
と
な
す
。
部
ぢ
恐
ら
く
ぱ
彼
等
自
身
の
職
務
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
職
務
外
に
お
い
て
す
ら
、
公
に
知
ら
れ
、
ま
た
は
當
該
事
項
に
關
係
を
有
す
る
者
に
知
ら
れ
る
特
別
の
選

任
に
も
と
す
い
て
行
爲
す
る
こ
と
に
よ
り
て
拘
束
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
（
第
二
節
）
。
次
に
か
玉
る
合
意
が
い
か
ほ
ど
義
務
の
機
會
を
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ス

す
る
か
に
つ
い
て
は
（
笙
こ
節
）
、
こ
れ
は
主
擢
者
と
の
合
意
か
或
は
も
の
自
髄
に
よ
る
か
の
二
つ
の
方
法
に
よ
つ
て
生
す
る
。
合
意
は
明

示
的
の
み
な
ら
す
黙
示
的
な
確
認
（
噌
暮
曽
ぎ
葺
o
）
に
よ
つ
て
も
明
か
と
さ
れ
る
。
後
者
は
、
主
構
者
が
何
が
爲
さ
れ
た
か
を
知
動
、
且

つ
そ
の
爲
さ
れ
た
こ
と
を
許
す
揚
合
で
あ
る
。
も
の
自
膿
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
屡
よ
出
て
き
た
よ
う
に
、
他
人
の
損
害

　
　
　
　
ち
　
　
ヤ

に
よ
つ
て
よ
り
富
有
に
な
ら
な
い
と
い
う
限
度
に
お
い
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
委
任
に
反
し
て
爲
さ
れ
た
場
合
ば
ど
う
か
と

い
う
問
題
を
種
た
考
察
し
た
後
（
第
四
節
乃
至
第
六
節
）
、
指
揮
者
は
講
和
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
（
策
七
節
）
、
最
高
指
揮
者
の

み
な
ら
す
、
下
位
指
揮
者
も
あ
る
限
度
内
に
お
い
て
休
戦
を
行
う
櫨
限
を
有
す
る
こ
と
（
第
八
節
）
、
指
揮
者
は
職
雫
で
獲
得
さ
れ
た
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ケ
ド

支
配
権
お
よ
び
土
地
を
庭
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
戦
利
品
に
關
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
あ
る
樺
利
が
與
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

だ
取
得
し
な
い
も
の
に
封
し
て
容
赦
す
る
こ
と
は
全
く
指
揮
者
の
権
力
内
に
鵬
す
る
こ
と
（
指
揮
者
の
與
え
る
人
的
及
び
物
的
保
障
の
限

界
）
　
（
第
九
節
）
な
ど
を
蓮
べ
た
後
、
か
玉
る
指
揮
者
が
行
う
合
意
ぱ
、
他
入
の
事
柄
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
狭
義
の
解
樺
を
行

う
べ
き
こ
と
（
第
＋
節
〉
純
棒
な
降
伏
と
し
て
指
揮
者
が
受
入
れ
た
者
は
、
披
等
に
つ
い
て
の
決
定
灌
が
勝
利
を
得
た
人
民
ま
た
は
王
に

存
す
る
と
い
う
條
件
が
受
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
第
＋
一
節
）
ミ
，
王
ま
た
は
入
民
が
承
認
せ
ぱ
」
と
い
う
附
加
的
條
項
が
、
し

　
　
　
　
グ
”
ー
チ
ウ
ス
「
職
釜
と
挙
利
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
こ
五



　
　
　
　
グ
ロ
署
チ
ウ
ス
「
戦
雫
と
亭
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硝
ミ
六

　
　
　
ス
ポ
ン
シ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ち

ば
し
ぱ
要
認
條
約
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
も
し
確
認
が
與
え
ら
れ
な
い
揚
合
は
、
指
揮
者
が
そ
れ
に
よ
つ
て
何
等
か
よ
り
富
有
と
な
つ

て
い
な
い
限
り
、
い
か
な
る
黙
で
も
指
揮
者
自
身
を
拘
束
し
な
い
こ
と
（
第
＋
コ
節
）
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

三
十
三
　
戦
争
に
お
け
る
私
人
の
信
義
に
つ
い
て
　
（
第
三
巻
第
二
士
二
章
V

　
次
に
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
「
た
と
え
個
人
が
事
情
已
む
な
く
、
敵
に
封
し
て
何
事
か
を
約
定
し
た
時
も
か
玉
る
事
柄
に
つ
い
て
信
義
を
守

る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
キ
ケ
ワ
の
言
葉
を
引
ぎ
、
か
玉
る
信
義
に
拘
束
さ
れ
ぬ
と
の
見
解
を
排
除
し
、
私
人
も
義
務
を
生
じ
得
る
私
人
の

権
利
を
有
す
る
し
、
且
つ
ま
た
敵
も
椹
利
を
取
得
す
る
能
力
を
有
す
る
か
ら
、
何
人
も
か
玉
る
義
務
の
生
す
る
の
を
妨
げ
る
権
力
を
有
し

な
い
と
て
、
か
玉
る
規
則
が
設
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
殺
人
の
機
會
が
與
え
ら
れ
、
捕
虜
は
し
ば
し
ぱ
殺
数
に
封
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
が

不
可
能
と
な
る
と
論
じ
て
い
る
（
第
一
節
）
。
こ
れ
は
、
個
人
の
主
騰
性
の
問
題
に
關
聯
し
て
興
味
あ
る
黙
で
あ
る
σ
つ
い
で
、
海
賊
お
よ

び
盗
賊
に
封
す
る
信
義
も
守
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
自
己
の
行
爲
を
分
別
し
得
る
年
少
者
を
も
例
外
と
し
な
い
こ
と
な
ど
が
論
じ
ら
れ
た

後
、
公
盆
の
見
地
よ
り
す
る
反
封
論
に
封
し
て
次
の
如
く
回
答
し
て
い
る
（
第
五
節
）
。
即
ち
私
入
が
合
意
を
締
結
す
る
と
し
て
も
、
そ
の

構
力
が
い
か
ほ
ど
擾
張
さ
れ
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る
と
胃
頭
し
、
公
的
な
も
の
が
私
人
に
よ
つ
て
譲
渡
さ
れ
得
な

い
こ
と
、
指
揮
者
に
す
ら
許
さ
れ
な
い
も
の
は
私
人
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
、
し
か
し
、
私
人
の
行
爲
お
よ
ぴ
財
産
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
、
あ
る
程
度
の
損
害
な
し
に
敵
に
譲
渡
ナ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
玉
る
合
意
が
國
民
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ム

と
つ
て
は
、
國
家
の
優
位
的
権
利
の
た
め
許
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
暦
大
に
し
て
且
つ
確
實
な
害
を
避
け
ん
と
ナ
る
た

め
の
合
意
は
、
公
的
に
も
有
害
で
な
く
、
む
し
ろ
有
釜
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
は
自
分
自
身
、
お
よ
び
自
已
に
属
す
る
も
の
に
封
す
る
槽

　
　
　
　
　
　
（
一
）

カ
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
法
規
は
確
か
に
、
恒
久
的
な
る
と
一
時
的
た
る
と
を
問
わ
す
、
從
罵
者
か
ら
か
玉
る
構
利
を
奪
W
去
る
こ
と
は



出
來
る
が
、
自
然
的
に
ぱ
直
ち
に
全
く
無
効
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
て
、
公
釜
や
、
國
家
の
法
規
に
封
す
る
個
人
権
の
主
張
を
實
に

　
　
　
　
　
　
（
二
）

力
彊
く
展
開
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
こ
の
こ
と
は
、
監
獄
に
戻
る
と
い
う
捕
虜
の
約
定
に
も
適
用
さ
れ
て
、
こ
れ
は
當
然
許
さ
れ
得
る

こ
と
に
な
る
し
3
さ
ら
に
、
一
定
の
場
所
に
蹄
ら
な
い
約
束
や
、
軍
務
に
就
か
ぬ
と
い
う
約
束
に
も
、
ま
た
逃
亡
し
な
い
と
の
約
束
に
も

適
用
さ
れ
る
、
と
な
し
、
さ
ら
に
捕
獲
さ
れ
た
者
は
他
人
に
降
伏
し
得
蔵
い
こ
と
（
第
九
節
）
、
私
人
が
も
し
そ
の
信
義
を
履
行
す
る
に
怠

慢
な
場
含
は
、
そ
の
支
配
者
が
こ
れ
を
強
制
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
少
く
と
も
正
式
の
職
争
で
は
、
た
と
え
私
入
の
行
爲
で

も
、
噌
方
に
権
利
を
與
え
る
こ
と
を
戦
争
存
行
う
者
に
義
務
付
け
る
萬
民
法
に
よ
つ
て
、
彼
等
が
張
制
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
眞
理
に
近

い
こ
と
、
　
（
第
＋
節
）
こ
の
種
の
合
意
に
も
前
述
の
約
定
の
解
繹
規
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
（
第
＋
一
節
）
な
ど
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
ー

　
（
一
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
こ
』
で
、
眞
實
の
信
義
も
ー
こ
れ
に
よ
つ
て
人
々
は
自
分
自
身
及
び
自
己
に
属
す
る
も
の
に
封
す
づ
O
機
力
を
拗
棄
し
な
い
ー

　
　
　
ー
ま
た
法
の
擢
威
な
き
公
盆
も
、
す
で
に
爲
さ
れ
た
こ
と
を
（
た
と
え
こ
れ
が
任
務
に
反
し
て
爲
さ
れ
捷
と
し
て
も
）
無
効
と
し
て
蝋
切
の
法
的
効

　
　
　
力
を
奪
う
こ
と
は
禺
來
な
い
、
と
な
す
。

　
（
二
）
　
け
だ
し
、
法
視
は
國
民
を
冤
れ
し
め
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
法
規
が
常
に
こ
れ
を
奪
う
と
は
限
ら
な
い
、
ま
た
、
す
べ
て
の
揚
合
に
こ
れ
を
奪
う

　
　
　
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
人
間
の
法
規
は
、
そ
れ
が
人
問
的
な
様
態
に
て
與
え
ら
れ
た
場
合
に
の
み
義
務
付
け
る
力
（
〈
償
o
暮
、

　
　
　
鴉
ロ
9
）
を
有
す
る
の
で
あ
つ
て
・
理
性
と
自
然
と
に
全
く
反
す
る
鉱
簿
を
課
す
る
揚
合
に
は
こ
れ
を
有
し
な
い
か
ら
矯
あ
る
。
そ
れ
故
、
公
然
と
か
芝

　
　
　
る
椹
利
を
主
張
す
る
特
別
の
命
令
や
訓
戒
は
こ
れ
を
法
規
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
一
般
的
法
規
は
、
最
高
の
必
要
の
場
合
を
除
外
す
る
と

　
　
　
い
う
風
に
善
意
に
解
繹
し
て
こ
れ
を
受
容
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
し
法
規
ま
た
は
訓
戒
に
よ
つ
で
禁
ぜ
ら
れ
、
且
つ
無
効
と
さ
れ
た
行
爲
が
、

　
　
　
衡
亭
な
る
法
に
よ
つ
て
も
禁
ぜ
ら
れ
得
要
ら
ば
、
あ
私
人
の
行
爲
は
無
効
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
あ
た
め
私
人
を
罰
す
重
と
が
出
來
る
。

　
　
　
け
だ
し
、
か
ム
る
も
の
は
、
自
己
の
権
利
内
に
な
い
も
の
を
約
定
し
た
か
ら
で
あ
つ
て
、
宣
誓
に
よ
つ
て
、
　
こ
れ
を
約
定
し
た
…
易
合
は
特
に
そ
う
噸

　
　
　
あ
る
、
と
な
す
。

三
十
四
　
獣
示
的
信
義
に
つ
い
て

グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
熾
一
争
と
一
牛
和
の
法
」
の
硯
究

（
第
三
巻
第
二
十
四
章
）

一
三
七



　
　
　
　
グ
ロ
喜
チ
ウ
ス
「
職
争
と
亭
和
の
法
」
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ン
セ
ン
ス
ス

　
獣
示
的
信
義
は
、
公
的
、
私
的
お
よ
び
混
合
的
な
合
意
中
に
生
じ
、
伺
意
が
ど
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
且
つ
受
諾
さ
れ
よ
う
と
も
、
権
利

　
ト
ラ
ン
ス
ワ
池
ロ

を
移
　
譲
す
る
効
力
を
有
す
る
（
第
一
節
）
、
合
意
の
合
圖
に
は
、
聲
お
よ
び
、
書
面
以
外
の
も
の
が
存
す
る
、
と
な
し
た
後
、
そ
の
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ヵ
ツ
ス

墨
げ
る
。
即
ち
敵
ま
た
は
外
國
か
ら
來
て
、
弛
の
人
民
ま
た
は
王
の
信
義
に
身
を
委
ね
る
も
の
は
、
彼
が
保
護
を
求
め
る
國
家
に
罫
し
て

不
利
な
こ
と
を
一
切
行
わ
な
い
と
い
う
義
務
を
黙
示
的
に
自
ら
負
う
て
い
る
こ
と
、
談
判
を
求
め
、
或
は
こ
れ
を
許
容
す
る
者
は
、
こ
れ

が
談
到
を
爲
す
も
の
を
加
害
せ
ざ
る
こ
と
を
黙
示
的
に
約
定
す
る
の
で
あ
る
こ
と
、
但
し
か
曳
る
者
は
、
談
到
の
相
手
方
を
害
し
な
い
限

り
に
お
い
て
、
自
巳
の
利
釜
を
塘
大
さ
せ
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
（
例
え
ば
談
到
の
口
實
の
下
に
敵
の
戦
意
を
失
わ
し
め
、
自
己

の
計
叢
を
進
捗
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
）
な
ど
で
あ
る
。
つ
い
で
、
慣
習
に
よ
つ
て
、
あ
る
意
味
を
も
つ
無
言
の
表
示
が
存
す
る
と

と
、
現
在
は
白
旗
が
談
判
を
求

め
る
獣
示
的
合
意
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
喋
最
後
に
要
認
條
約
の
職
示
的
承
認
に
っ
き
そ
の
行
爲
が
認

め
ら
れ
、
且
つ
條
約
を
確
認
せ
ん
と
す
る
以
外
の
他
の
原
因
を
有
し
得
な
い
よ
う
な
行
爲
が
な
さ
れ
る
か
、
或
は
な
さ
れ
な
い
場
合
に
生

す
る
と
な
す
（
第
五
節
）
。三

十
五
　
結
論
。
信
義
と
講
和
の
渤
奨
　
く
第
三
雀
第
二
＋
五
章
）

い
よ
い
よ
、
グ
穀
ー
チ
ウ
ス
は
最
絡
章
の
結
論
に
は
い
る
ゆ
彼
は
最
後
に
附
加
せ
ん
と
す
る
ヒ
と
は
、
戦
争
中
お
よ
ぴ
戦
争
後
に
お
け
る

信
義
と
講
和
の
運
守
と
で
あ
る
と
胃
頭
し
、
次
の
よ
う
に
信
義
を
守
畜
こ
と
を
勧
奨
す
る
（
第
一
節
）
。
信
義
は
他
の
理
由
の
た
め
の
み
な

ら
す
。
李
和
の
期
待
が
失
わ
れ
な
い
た
め
に
も
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
キ
ケ
ロ
の
い
う
如
く
、
信
義
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
各
國

家
羅
讐
れ
る
の
霞
ら
実
さ
ら
集
な
る
躍
磁
．
面
．
饒
ボ
維
持
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
・
實
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
う
如
く
・
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

し
信
義
が
取
去
ら
れ
る
な
ら
ば
、
「
人
間
相
互
の
交
際
も
取
去
ら
れ
る
』
の
で
あ
る
、
と
て
、
キ
ケ
・
や
セ
ネ
ヵ
の
言
葉
を
引
用
し
た
後
莚



信
義
を
愼
重
に
守
る
こ
と
は
、
特
に
王
の
任
務
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ぱ
第
一
に
は
良
心
の
た
め
、
第
二
に
は
王
の
威
嚴
を
保
持
す
る
た
め
で

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　
次
に
戦
争
に
お
い
て
は
常
に
講
和
を
目
標
と
す
べ
き
で
あ
る
（
第
二
節
）
、
し
か
ら
ざ
る
限
り
、
安
か
な
且
つ
神
を
信
す
る
心
を
保
持
し

得
な
い
、
と
な
し
、
「
賢
者
は
李
和
の
た
め
戦
争
を
行
う
」
と
い
う
サ
ル
ル
ス
チ
ウ
ス
の
言
葉
や
、
「
戦
争
を
行
う
た
め
に
李
和
が
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
く
し
て
、
、
卒
和
を
保
障
す
る
た
め
に
戦
雫
が
行
わ
れ
る
」
と
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
言
葉
を
引
ぎ
、
戦
孚
行
爲
を
あ
た
か

も
、
究
極
の
目
的
の
如
く
考
え
る
民
族
を
非
難
し
て
い
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
引
き
、
暴
力
は
野
獣
の
特
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
最
も
明
瞭

に
職
孚
に
現
わ
れ
る
、
從
つ
て
、
人
間
愛
に
よ
つ
て
こ
れ
を
抑
制
し
、
あ
ま
り
野
獣
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
人
間
た
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
懸
命
に
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
、
つ
い
で
、
も
し
牢
和
が
充
分
に
保
た
れ
得
る
な
ら
ぱ
、
た
と
え
損
害
を
受
け
る

と
も
、
講
和
を
受
諾
す
べ
ぎ
で
あ
る
・
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
間
に
お
い
て
特
に
そ
う
で
あ
る
、
と
て
「
戦
孚
を
始
め
る
こ
と
を
欲
せ

す
、
且
つ
こ
れ
を
最
後
ま
で
や
り
通
す
こ
と
を
欲
し
な
い
と
と
は
善
人
の
行
う
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
の
サ
ル
ル
ス
チ
ゥ
ス
の
言
葉
を
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

（
第
三
節
）
．
こ
れ
は
敗
戦
春
に
と
つ
て
も
、
戦
勝
者
に
と
つ
て
も
有
利
で
あ
り
、
ま
た
、
ど
ち
ら
と
も
蓮
命
の
到
ら
ぬ
も
の
に
と
つ
て
も

有
利
で
あ
る
、
と
説
き
、
最
後
に
講
和
が
締
結
さ
れ
た
時
は
、
そ
の
條
件
の
如
何
を
問
わ
す
、
信
義
の
紳
聖
の
た
め
、
絶
封
に
こ
れ
を
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
チ
ア

守
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
す
べ
て
の
道
は
最
大
の
艮
心
と
信
義
と
を
以
て
守
る
べ
き
の
み
な
ら
す
、
敵
勤
關
係
か
ら
善
意
に
回
復
さ
れ
た
も

の
を
も
特
に
守
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

　
グ
・
ー
チ
ウ
．
ス
の
本
著
作
は
次
の
よ
う
な
研
藩
の
言
葉
で
絡
つ
て
い
る
。
「
紳
よ
、
神
の
力
も
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
キ
リ
ス
ト
教
の

事
柄
に
つ
き
て
勢
力
あ
る
者
の
心
に
銘
記
せ
し
め
給
え
。
彼
等
に
紳
と
入
の
法
を
霧
え
る
知
能
を
與
え
給
え
。
彼
等
を
導
き
て
、
神
の
最

も
慈
し
み
給
う
生
物
な
る
人
間
の
統
治
者
と
し
て
委
ね
選
ば
れ
た
る
こ
と
を
常
に
想
起
せ
し
め
給
え
。
」

　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
争
と
亭
、
和
の
法
」
の
硯
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二
九



（
一
）

（
二
）

（
5

グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
雫
と
亭
和
あ
法
』
の
硯
究

一
四
〇

　
こ
の
場
所
は
次
の
通
夢
で
あ
る
。
即
ち
、
ギ
ケ
・
の
言
葉
に
曰
く
「
生
活
を
結
合
さ
せ
る
信
義
を
破
る
こ
と
は
極
悪
で
あ
る
」
。
セ
ネ
カ
の
言
葉
を

用
い
れ
ば
、
信
義
は
「
人
問
の
心
の
な
か
で
最
も
神
聖
な
る
善
で
あ
る
。
」
而
し
て
人
の
最
高
の
支
配
者
は
、
他
の
も
の
よ
り
も
一
暦
大
な
る
不
罰
悔

を
以
て
こ
れ
を
破
珍
得
る
故
、
そ
払
だ
け
一
暦
か
』
る
信
義
を
保
持
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
Q
か
く
て
信
義
が
取
去
ら
れ
る
こ
と
あ
ら
ん
か
、
彼
等

は
す
べ
℃
の
人
々
を
憎
伏
さ
せ
る
野
獣
の
如
く
な
る
で
あ
ろ
う
Q
正
義
が
他
の
側
面
に
お
い
て
は
あ
る
不
明
瞭
さ
を
宿
す
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
信

義
の
絆
は
そ
れ
自
騰
明
か
で
あ
夢
、
む
し
ろ
す
べ
て
の
事
柄
に
お
け
る
不
明
瞭
さ
を
取
除
く
た
め
に
も
用
い
ら
れ
る
。
グ
・
i
チ
ゥ
ス
は
こ
篭
で
プ

ロ
コ
ピ
ウ
ス
の
「
ペ
ル
シ
ァ
人
の
職
箏
」
中
の
輔
句
を
引
く
が
そ
の
終
句
は
「
も
し
條
約
が
破
ら
れ
る
な
ら
ぼ
、
萬
民
は
限
り
な
き
職
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
限
り
な
き
職
は
人
々
を
常
に
そ
の
本
性
よ
り
離
反
さ
せ
る
力
を
有
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
Q

　
「
王
に
人
を
欺
く
術
を
教
う
る
も
の
は
、
彼
等
が
教
う
る
こ
と
自
髄
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
王
に
疑
わ
し
む
る
な
か
れ
Q
け
だ
し
人
を
し

て
非
肚
交
的
な
ら
し
め
る
教
は
長
く
榮
え
る
こ
と
を
得
す
、
紳
も
こ
れ
を
忌
む
べ
き
も
の
と
な
し
給
う
か
ら
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

　
強
敵
と
の
長
期
に
わ
た
る
争
闘
は
破
滅
的
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
大
な
る
災
難
を
あ
る
程
皮
の
損
失
で
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は

目
く
「
職
に
敗
れ
て
財
産
と
共
に
破
滅
す
る
よ
り
は
、
強
者
に
封
し
て
そ
の
一
部
分
を
輿
え
る
方
が
ま
し
で
あ
る
」
と
。
か
く
て
講
和
は
、
職
敗
者

に
も
有
利
で
あ
る
Q

　
次
に
、
有
利
な
問
に
講
和
を
與
え
る
も
の
に
と
つ
て
講
和
は
多
大
の
利
釜
と
な
り
、
勝
利
は
期
待
し
た
以
上
に
良
く
、
且
つ
確
實
な
る
も
の
と
な

る
Q
マ
ル
ス
神
は
交
職
者
の
隻
方
に
い
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
曰
く
、
「
職
雫
に
お
い
て
は
、
人
々
は
い
か
に
多
く
の
且

つ
い
か
に
豫
期
せ
ざ
る
憂
化
が
生
ず
る
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
、
か
く
て
講
和
は
職
勝
者
に
と
つ
て
も
有
利
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）


